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ま え が き

本県は、県土の７７％が森林に覆われ、古くから紀州木の国といわれてきました。温暖多雨
な気候条件を活かして林業生産活動が活発に行われ、主に山村地域の人々を中心に豊かな森
林が守り育てられてきました。
森林は、再生産可能な資源である木材の供給をはじめとして、水資源のかん養や国土の保

全、レクリエーションや癒しの場の提供、動植物の生態系を維持する役割など、多種多様な
機能を持っています。さらには近年、二酸化炭素の吸収・固定により地球温暖化防止に貢献
するとして、森林の果たす役割は広く地球規模での環境保全にまで広がりを見せはじめ、こ
れまでにないほど関心が高まってきています。

しかし、こういった森林の機能は、市場価格としては評価が難しいというのが現状です。
また、これまで営々と森林を育んできた林業は、社会櫛造の変化によりますます厳しさを増
し、これを主な経済基盤としてきた山村も活力が低下しつつあります。人の手によって造ら
れ、育まれてきた森林は、人の手が入らなくなってきたことにより、森林の持つ様々な機能
が十分に発揮できなくなってしまうことが問題になりつつあります。
平成１３年改正された森林・林業基本法では、従来の木材生産主体の政策から森林の有する

多面的な機能の持続的発揮を図る政策へと大きく方向転換されています。また、京都議定書
において、温室ガスの排出量を２０１２年までに１９９０年の水準と比べて６％削減することが約
束され、3.9％に相当する1,300万炭素トンを森林にて吸収するため、平成１４年１２月には、
「地球温暖化防止森林吸収源１０ヶ年対策」が打ち出されています。
地球温暖化防止のための二酸化炭素の吸収源としての役割をはじめとして、森林がもつ多

面的機能を十分に発揮するためには、適切かつ継続的な森林の維持・管理が必要不可欠であ
り、こうした森林を支える林業が果たすべき役割は、ますます重要なものとなってきていま
す。
このような中、本県では、環境の保全で新たな雇用を創出し、中山間地域を活性化するこ

とを目的とした｢緑の雇用事業｣の実施や、２１世紀の新しい森林の創造に向けての基本方針を
示した和歌山県森林・林業・木材産業基本ビジョンの策定など、新しい時代に即した取り組
みを行っているところです。
和歌山県が次代に誇りうる豊かな森林を守り育てていくためには、森林林業関係者だけで

なく、すべての人が森林は社会全体の共有財産であるという認識を持つことが重要であり、
そのためには地域の森林や林業、山村の現在の姿を的確に把握していくことが必要です。
本書は、このことに役立てるため、和歌山県の森林･林業及び山村に関する様々な指標を、

図表等を用いてわかりやすく解説したものです。林業関係者をはじめ、広く各方面において
ご活用いただき、森林、林業及び山村の振興の一助となれば幸いです。

､ -／

１-ノ

和歌山県農林水産部長阪口裕之
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緑の雇用事業
新ふるさと創り
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１緑の雇用事業

「緑の雇用事業』は、森林。河川・海洋等の環境保全に着眼して、地方での新たな雇用
機会やビジネス機会を創ることにより、都会から地方への新しい人の流れを引き起こ
し、都会と地方の共生と活性化を図るものである。

緑の雇用事業の基本的考え方
一日本の現在の状況

○高い賃金水準
○製造業を中心とした国内産業の空洞化
○設備投資の停滞による設備の旧式化と非効率化
○人口の都市集中･地方の過疎化と森林等の荒廃

○長期的な景気低迷
○デフレの進行
○公共事業縮減
○環境問題の深刻化

争
号寺

１

１

’ 環境保全への取り組み
(CO2問題＝京都議定書）

○人件費ｺｽﾄの引き下げ
→リストラの推進ｰ

号
’ ’’ 保全事業の担い手確保が困難中高年を中心とした急激な失業者･失業率の増大

-現在考えられている対応施策

１ゥ○生産性の高い分野(IT等)への労働力シフト
○中高年の再教育
○賃金水準の引き下げ
○緊急雇用特別対策の拡大

●個人適性の軽視｡非現実的
●個人の尊厳の軽視
●生活水準の低下
●不安的な短期的雇用

等
｜
’

’
失業者の不安の増大･自殺者の急増の恐れｰ

与 号
＝現実的な新規対応策が必要

○個人の尊厳を守る多様な雇用の創出
○賃金水準が低下しても豊かな暮らしを可能とする地方での雇用の創出
○生活の基盤となり得る継続的雇用の創出
○環境保全分野での雇用の創出と労働力のシフト
○荒廃する地方の環境とコミュニティの再生と活性化

|’

（中山間地域における多様な雇用の創出（緑の雇用事業）
○都市と地方を結ぶ就職斡旋の受け皿づくり
○地方における就業教育の受け皿づくり
○環境保全事業のビジネス化･SOHO支援の受け皿づくり

〕

- １ -



定住に向かって
和歌山県

緑の雇用推進局
～緑の雇用事業14年度実績～

都会
(京阪神･首都圏･中部圏等）

平成１４年度
県内478名県内(中山間地)へ１３３名平成14年度

緊急雇用対策 自営等

森林作業
１２３名 組合常届

１名 毒詫 山村閣学
１名

一）緊急雇用対策

樺の雇用
担い手育成対鱗‘燃鳥簾｝
上に県外からの
８名を加え

担い手冑砿対莱ｊ
新たに県外からの

８名を加え

９３名９３名
や 有 ｒ ｑ

壼1目壼1目

自
１雲略

》一》》一
■ l -

幸．|麗林組合常直３名ｌ森林作業
８５名

１９
〆〆 可 B ＝

環境林創造
９１０ha

広葉樹植戦
瑠境整傭伐
枝払い
下草刈り

計

６７ｈａ
３４３ha
３４ｈａ

４６６h日

ｇ１０ｈａ

｛）
〆一L出身別
大阪府６５名
兵庫県１0名
京都府８名
東京都５名
愛知県３名
三宜県３名
奈良県２名
高知県２名

鰹
地域の活性化

- ２ -



「』）雇用事業一平成'5年度一
(琿境の保全で新たな雇用を窟出し､中山間地堆を活性化）

業緑 用の
和 歌 山 県

＝３４事案２,５７０百万円＝

画逓遍
◆Ｕ･Ｉターン希望者
◆就寮希麺者

◆新規就藁希望肴

経済界･労■界との連携
１新ふるさと扇り組返事薬
４企垂蓮携･『企案の轟ｊ

冑辰支援車系
Ｉ 情 報 発 信 ’
２１緯のふるさと暮らし

ｲ ﾝ ﾌ ｫ ﾒ ｰ ｼ ｮ ﾝ 事案

|ﾏｽｺﾐ･ﾊ犀ﾜー ｸ･NPO法人．．’

Ｐ
騨林整償
７騨林整備地域

活動支恨交付金事案１0紀州｢木の国』
緑の遵づくり事業

１８人にやさしい逓填対蹟事案

県内居住希盟U･』･Iターン赫望
●ｃ｡●●●●■■●■■■■■■■Q●■●■句■●色●■ロ砂●●

ｰ 交流
1新ふるさと創り推進事象
3斬ふるさと創り

地竣支曝事案

技術習得
２緑の雇用創出ﾓﾃﾙ事業
８林業多能エ技術者養成事業
23ふるさと定住センター

運営事案
24理境共生艮林粟体験

研修事案

,･1ﾛ唖ＩＤ● ｃ ｃ ｡ ■ ■ ■ ● Ｕ ｅ ｐ ■ ■ ■ 弓 ■ ■ 早 ● ■ ■ ■ ○ 画 ■ ■ ● ｡ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ･ ■ いりも

緊 急 雇 用 対 策
(緊急地域庫雨■出特別基金事案）

一県内へ
｢頁冒帝目雨１起案等支援

１新ふるさと創り推進事案
22緑の山村定住促進事案
27都市農蕪塞警

アグリビジネス支援事実
浬就屡支接資金事案
29生活酋農貴金融資事業
30遊休農地ﾘﾌﾚｯｼｭ

再活用促進事案
31展栗担い手対策事某
３２研條事案

輿雁↓ カー事案
● 一 色 ● ● つ

一

民間企菓･ＮＰＯ遥人

ハローワーク

案事
案

儀
事

整
備
案

填
整
事

理
填
出

林
環
創

森
林
林

等
轟
轟

＃
辺
用

樹
周
雇

葉
過
の

広
古
緑

可ｒ｡■■■■■●■●■■●●■
県 内

Ｗ管理事業６４／ｆＩｌ
「詞｢雨副

↓■■■■■■■■■■■■■｡■｡●■■■

雇用創出
（平成１５年度競規）

価鉢作■貝等の公的屈珊
婆畳昼1年周

所得補償
２緑の雇用創出モデル事案
９鉢集担い手社会保障劇度等

充実対策事業

●珂境壁錯伐
●下草刈り
●摩垂饗彊壁
●歩亜唾

Ｉ

Ｌ峯殴曇､銅
担い手育成
《緊色雇用対簾による
轟梓作集経験言》

藻技衡葺衡葺修1年■

● 所 得
巽曽所得

（年収2“～400万円目楓〉
森林作案､■作物栽培、
特用林産･ふるさと産品の
牛奉加王堕亮ニ
サイigビジネス、
自家起案……･・

"
ゴ

一脚
ゎ●■■■｡□｡｡■p●■■■■？■■■■■由●Ｄ■■■■■■●■■■■■■ヴ

■

木材舞要拡大
１１『健康△安心』紀州材

製品笹型促進事案
12紀州材健康室間創造事業
１４木の掴安心の住まい,。

乾燥紀州材支援事象
１５紀州材マーケットネット

整備促進事薬
19間伐材で藁く紀州稲野の

町並み･街道景観事案
20頭境林バイオマス供給

実歴プロジェクト車案

＝ 保 全
国

二 ↓： 受 託
：
●

空、§順林鰭合写蒋翼事栗休Ｉ
心の所得
極会にない魅力
山.川､海､童気､水、
時､文化･…･… 舜梓所有肴

●住まい
仮住まい一本住まＬ

国の擾助

一一一》一一1コ
票粟

壷休佳宅支擾
22級の山村定住促進瀬案
２５めざせ！

Ｉﾀｰﾝ王囚への道事象
26緑の雇用担い手

住宅壁備事案
34新世紀山村層住モデル

実験率案

緑の雇用担い手寅成対策

県内定住 環境林の創造

』し
リ’’ 地域の活性化

『

- ３ -



新ふるさと創り～「交流」と「定住」を目指して～
①「新ふるさと創り」とは

２

ポ イ ン ト
長期にわたる都市への人口集中により、地方とのつながりが薄れるとともに、地方では

人口流出、高齢化など地域のコミュニティは崩壊の危機にある。また、厳しい経済不況の
中、都市部の税金が地方で使われているという不満があり、「都市｣と｢地方｣の相互理解を
難しくしている。
そのため、本来の地縁、血縁だけでなく、人為的な交流により都市と地方の理解を深

め、都市から地方への人口移動を図ることにより、過疎化や高齢化の進む地域を活性化
し、より大きな圏域として調和のとれた発展を目指すという理念に基づき、地域の特性を
活かした都市との交流促進や、Ｉターンの促進。定着等を総合的に進める。

新ふるさと創り体系
l .

"-;=一二三 情報発信
一）

毛

都 市住民 ‘
●体験観光 蓋鱸猩

●緑の雇用従事者
（既ターン者）

等希望者 施策の流れ
交流参加

●学校、自治体関係者
人の流れ●企業、組

●就農・林
組合関係者

漁業希望者

人の流れ
地域づく り 参 画

傭情報循環
人 の 流 れ .

（）
４定住政策（雇用の創出）

●環境をキーワードにした雇用創出（緑の雇用事業）
●新規創業支擾《新たな田舎型ビジネス）
●既存産業との連携など

Ｗ

４定住政策（住環境整備）

●公営住宅の拡充
●空き家の掘り起こしなど

備報等の環流憶報等の環流

人材の定着
地域活性化

- ４ -



Ｉ 語 堀 掴 ’
L

仕組みづくり･情報発信

一一新たな交流事例発信

′ ＝Ｇ
ユニチカユニオンの森
林整備(2ha)

=ひ
･ホームページ
･マニュアル

地域住民
地域在住者学校関係者

企業･労働組合
就農･林･漁希望 緑の雇用従事者者

都市との交流事業
ｰ

、 海遊モデル事業

言ひ
･１０９１名の交流体験
･９４０口のﾋｵｳｷﾞｵｰﾅｰ

スクール

=ひ
八尾市､和泉市､美原町よ
り小中学生99名来和

地域資源の活用

Iターン創業支援

＝ひ一与 ･３名の定着(製炭､産品加
工販売､スポーツ用品製造）

･キットハウス7棟設置
･地域産品の販売開始 炭､産品加

用品製造）

ｰ UIターン･定住支援 地域づくり

新世紀山村居住ﾓﾃﾞ
lL寒駐

＝Ｇ
･日本画家､陶芸
家､シンクタンク研

グリーンサポート

》
ふるさと創りNPO支揺ふるさと創りＮＰＯ支揺

言巳言巳- ひ ひ
県内5つのNPOを支
援
県内5つのNPOを支
援１５軒の農家

34名の雇用関係
新ふるさと創りモデ
ル地域(7カ所）

- ５ -

平成１４年度｢新ふるさと創り｣実績抜粋

｜人呵の疋看
〆

人材の定着･地域活性化



’ Ｉ成平 年 度 新 ふ る さ と 創１ ５ と り 体 系、

平成１５年度予算
57事業２;７９９百万円

螺）

ﾃ ｨ ﾝ 準 画 趣 )
と櫨遇塵》

地域住民
・地域在住者
・緑の雇用従事者

（既Iターン者）

Ｏ小･中学生の体験学習
Ｏ休載型鍾尭(列-狗刈ｽ弧等）

７あさもよし紀伊国スクール(小中学校腿）

８畷ふるさと櫨光づくり推進(観光交璃塵）
９穆市裏村異垂登ｱ列ビジネス支援【f恥_笹蔀J弱】
１０わかや彦将ｆ←･巽二三矛f《逮漫生活鰍庸
００紀淵おさかな庭桧伍(水産撮倒塵》
１２三編向林*W""奏流大会(鯖ふる念上撞璽鐸１

０コ速填共生裏鉢果体験蔚俸(定住贋追腺）
８４毒素に廃す鹿枠づくり碁会崎ふるさと拷窒唾ｗ
１sわかい̅げん客材･田遥《遼東宝睡｡[】

Ｏ田体聞客室

Ｏ塵菓体験(ｲﾝﾀ毛均ﾌﾌ

Ｏ餅たな視童による璽迩
の

ｰ
画

人の流れ

Ｏ遊休展地等の有効活用

Ｏ地域産品の斬たな活用釦県産■産物巌路鐸推進 (果梯Ｅ室謹〉
狸安心わかやまの良塞韓塑唾･覆宗推逢《果型郵義輝）
錘地域声ユ症竃＝屡碇稚垂〔星轡哩掌塵１

己 ２４筆耕垂垂零費改善対策f里導里藁煙）
お『這厘･安心』憶繍撒錘塁箸、擾蓮《繧蒙貝助
マ マ ー 言 二 一 篭 - 今 二 一 ＝

２６紀蝋純髭康空閏凋糞僻案撮閃観》
２７紀州『木の助緑の週づくり榊叢豪興兵）
２８木の国安心の睡罰･乾瞳紀僻何支画稗乗濠貝画
茜 ̅ 諏肩＝ ｦ 露苗芭載涯諒産声一
一

”閲伐材で垂<縫柵曇野の可重み･燭遷景綬侭林塵■卿
-

31逮墳林バイオマス供給実厘ﾌﾛｼﾆｸﾄ韓神昼■哩》----，iー生 一 一 一

５７公共事帛における県虎畠牽用ｽﾃｯﾌｱｯﾌﾌﾛ塞外
一 〈 塗 I 睡 査 鋤 ゴ

一）=□
０ｍ境をキーワードにした雇用創出-ﾄにした雇用創出

口哩■の冑威口哩■の冑威 “林薬塑い半社会保津創度等充実対篤(神菓

縄めざ散１１ﾀー ﾝ王歴への遍《定住優退隈》
４６穐林ボランティアネットワーク陸備〈畷ふるさ

４７生遜営■撹金醒攪(級斌支旧哩）
“蚊邑賓娼貝金(経垂賓授斌》

“林薬塑い半社会保津制度等充実対笈(神集擾貝観）

縄めざ散１１ﾀー ﾝ王歴への遍《定住優退隈》
４６轟林弗暢ﾝテイアネットワーク整備《断ふるさと椎追想）

４７生遜営■撹舎幽慢(綴斌支旧哩）
“賦邑賓埋貝金(経垂吉把斌》

Ｏ人材の冑成Ｏ人材の冑成

■家研修〈厳君支擾陳》
鯖規就農サz怜卜スクール(経営支援風）
林累多能エ筏僻宥美成〈林黛機貝煤〉
緑の届用■出モデル(勝ふるさと強鐘埋》

ＮＰＯからのふるさとづくりか鱒画室耳嚢(纂

■家研修〈厳君支擾陳》
鯖規就農サz怜卜スクール(経営支援風）
林累多能エ筏僻宥美成〈林黛機貝煤〉
緑の厘用断出モデル(断ふるさと轍准掴１

９

０

１

２

４

５

５

５

帽
馳
馴
詑
・
鈍
鄙
弱
詑

新たな田有璽ﾋｸﾈｽ）
，ングシステム

NPOからのふるさとづくりか顛圃覆再集(纂陣生蚤隈）鑓
錬
駒
詑

『傭かしの郷』づくり捻逮(餓光交遼螺》
いやしの轟休峡《騨梓整傭煤》
鯖ふるさと耐り地域支蝋(斬ふる客人推迩煙１

『傭かしの郷』づくり捻逮(餓光交遼螺》
いやしの轟休峡《騨梓整傭煤》
鯖ふるさと耐り地域支蝋(斬ふる客人推迩煙１

-L上
※赤字は平成１５年度新規事業

囲みは『緑の雇用事業」

- ６ -

Ｕ 間 示 画 ＝ ご r , 哩 重 １ ９ 海 琴 デ ル < 水 産 毎 ■ 塵 》

ｏ 蚕 室 瓢 占 毒 ■ 麺 ニ ー ー リ ズ 』 △ 撞 垂 【 群 零 曲 瞳 》

毛

３６脚粋喰収灘対紫惟逼ﾌﾗﾝ策定(ｲ棒豪員侭》

Ｏ凧内創案の促達４０人材 U ﾀ →毘速 ( 労い作■悪）

4コル､の展用担い手住宅■偶(定性狸遷座１

人材の定着・ 地 域 活 性 化



②「新ふるさと推進委員会」について
ポイント

新ふるさと創り（地域資源を活用し、都市との交流や県内への定住を促進することで、
地域の活性化を図る活動）を実践する住民グループの代表等を中心にメンバーを構成し、
地元住民やＩターン者などとともに、新ふるさと創りモデル地域においてのその活動を県
全域に広める。

｢新ふるさと推進委員会」委員
活 動 概 要

県内情報の収集と発信
都市住民のニーズ把握・全国への情報発信
自治体間交流
地域資源の活用
地域資源の活用
Ｉターン事業者

〃

Ｉターン事業者
〃

地域での受け入れ
地域での受け入れ
地域づくり
学識経験者（座長：和歌山大学経済学部教授）

委 員 名
相 馬 和 彦
小 山 智 通
中 島 詳 裕
山 本 茂 晴
刀 根 浩
戸 田 晶
戸田恵以子
村 山 彰 男
村 山 富 子
松 本 浩 子
井 本 佳 志
上 田 博 久
橋 本 卓 爾

ｰ

’ I

’

山本委員産品飯売所
Ｉ 之 - - 行 ← 、 〆大Iﾘ反ﾉ行

】〆
癖 T 前

かつらぎ町
ご動 子Ｊ 蝉塵

町
一

打堅町 粉河町
出田丁

町

和歌山7打
塞川田了忠111

謡 … 』ＩＩＩ

野上町 垂 皿 町" I W 市

｡ ｄ ＝ 下 中島委員清水町役喝戸田委員ベーカリーショップ
渭水田丁有 田 市ー 奈 良 県奇鼻程一一

-

広 川 町広 川 町
罰 ミ ー ミ " j

松本委員中津村ゆめ倶楽部2１

薬Ｉ１ｊ４す風画丁風画丁
中津§す

可ｂ山村
松本委員… 丁 川辺慨丁ノリ

削愛 撫 町

詞T富卿01*寸 三 重 児
中j璽鯖ロア

…
耐一 師 露&力雨辺

肖棚■テ角棚冒ﾃ川臼ア

大塙 * ず 新新 宮 市卜 亡 国 町

燐 町
郡 ＄"ｌ欝浦日垂川町 古屋ﾉI１日丁

すさみ巴丁

刀根委員
｢ネクスト日置川まちづくり惚鯵今」

村山委員
色川地域振興推進委員会上田委員

古座川渓流塾

- ７ -

新ふるさと創りモデル地域
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竜

第１森林・林業・木材編

ｌ

ー 森林資源

森林資源

人工林の現状

天然林の現状

森林の公益的機能

森林計画

森林施業計画

流域管理システム
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Ｉ 森 林 資 源
１森林資源

ポイント
・本県の林野面積(平成15年４月１日現在)は、363,721ha
・県土総面積472,558ha(平成12年10月１日現在、国土地理院)の77%
・民有林面積は344,867haで、林野面積の95%
国有林面積は18,855haで、林野面積の5%・民有林（5条森林）の蓄積は89,031¥m3で、年平均1,407千m3の生長量

土地利用の状況
平成15年４月１日現在

ｰ

位?ha

林野面積
ｰ 平成15年４月１日現在

国有林
(5.2%）

18.8

位:ha

資料：林業振興課業務資料
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＜民有林の森林資源＞

民有林のうち地域森林計画対象森林は344,335ha、対象外森林は532ha

民有林蓄積の内訳
平成15年４月１日現在

民有林面積の内訳
平成15年４月１日現在

（）

３:ha

＜民有林樹種別蓄積＞
平成15年４月１日現在

単位:m３
区 分 ｜ 紀 北 ｜ 紀 中 ｜ 紀 南 ｜ 合 計
針 葉 樹
D●､■eeUODB■○●●､■●◆●●ＣＤ旬◆甲●ゆ

広 葉 樹
69,129,262
1■●●●●■●●●●①■■●●●■■e●｡●○4

90,827
13,076,578
ＰＣＢ■凸｡c●●●①吋士合①●●●●①由b●4

63,948
19,908,252
齢●ｅ●●◆●●●●●●●●●●●●●号●●●

9,345
36,144,432
四■●｡。｡●■■●●●●もむ●■e◆●●●■■

１７，５３４
人
工
林 計 13,140.526119,917,5971136,161,966169,220,089

樹《樹
一茱埋栗

針唖広
2,746,012

●ｅｇｅＱＧ●●●e●●e●●●●①●●｡●e1

17,064,507
482,087

ＣＧ●●●●●由一ら①●●●◆●ｅ●●●

5,413,835
762,845

■①⑧■●■巳■■■■白色●の合口ｏｂＣ◆●

9,048,955
1,501,080
①●●①■①●●ウウゆ●●●■今■■●●ｂ1

2601.717
天
然
林 ｰ

計 4.102,79715,895,92219,811,800119,810,519
針 葉 樹 計
｡○｡｡■■■｡e●●･●■●･●●●●００●●●告ｅ●ＧＤｇ●e0e●I

広 葉 樹 計
36,907,277
00■■○…●●●●“●●●●ＣＧＣ●●●０

9,066,489
71,875,274
1e●e●●●e●●◆◆●■､●◆◆●①●▲･●q

17,155,334
14,577,658
ＩＢＤ●●●geeee●･■■●●申の●●●●●1

2,665.665
20,390,339
●●●●ｃｃ “ ●■一函●Ｏ器●●Ｃ●ｅゆ

5,423,180
今ロ 計’17,243,323125,813,519145,973,766189,030,608

＜民有林年間成長量＞
平成15年４月１日現在

単位;m３
合 計
1,225,885
181,590

1,407,475

紀 中 ｜ 紀 南区 分
人 工 林
天 然 林
合 計

御一”｜唖一》 614,114
92,823

706,937

405,094
57,075
462,169

資料：林業振興課業務資料
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＜市町村別林野率＞
市町村別林野率で85％以上は大塔村をはじめ県南部を中心に15町村に及ぶ。
また、５０%未満は、和歌山市をはじめ、県北部に多く位置する。

市町村別林野率
大阪府

県平均７７．０９
欄本Wi野口那

賀
町

那
賀
町

か
つ
ら
ぎ
町

ゴョ 打
田
町

粉
河
町

贈
出
町

贈
出
町

和歌山市
桃
山
町

桃
山
町

働志ｊ働き川町

野
上
町

海南市

ー 下泳町

吉
備
町湯◎匂 奈良県

○

由良町

御
坊
市

美

。

三重県
- - - ､ l 田 辺 市市

o9Jr上窩田町
ー

太地町

凡 例
林野率85％以上
７５～85％未満

誇壼ァ■□□□□
満
満

未
未

％
％
満

乃
閖
未

一
一
％

５

０

０

６

５

５

注：１林野率＝森林面積/県土面積×100
２林野面積は平成15年４月１日現在

ノＬ

資料：林業振興課業務資料
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２人工林の現状

ポイント
・人工林面積は209,573ha、人工林率は60_9%
，人工林蓄穣は69,220千m３
・人工林樹種別構成(面積)は、スギが43％、ヒノキが54％、その他が3％である
・齢級別構成では、９齢級(41～45年生)がピークで、18.3％を占める

人工林樹種別構成(面積及び蓄積）
ロスギ■ヒノキロその他

Ｉ

鰯鰯面 積
209,573ha （》l l l l、 ’

鰯33,8491
(48.9%）蓄 積

69,220千m３
’

５0%６０%７0%８0%９０%１００%
構成比

（単位面積ha､蓄積千m3)
その他とは､スギ･ヒノキ以外の針葉樹及び広葉樹

0 % １ 0 % ２ 0 % ３ ０ % ４ ０ %

スギ齢級別面積 ヒノキ齢級別面積

ｰ

単位ha単位:ha

資料：林業振興課業務資料
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＜民有林人工林齢級構成＞

民有林人工林齢級構成
ha

45,000

40,000

35,000

３０,０００
面

25,000

積20,000１５,０００
１０,０００
5,000

０

画

の缶四ｍ“今

二

面、。】。②
＝
劃
●

公 司

一 ■ ■

｜憲一
■ 一 一 一 一 - 一 一 一 画 一 一

． の

詞君 やご ー 『 ｡ 、

酌爽壼
華
●● 率軸宕

ー
ー

ー
一 面 ② 今 函 - 劃 Ｃ Ｄ 垣 一

○ 蜜
逗
ｈ

函。-の一ｍ一劃一ｍ二 一

砲
一

画
一 一

一 函

齢 級

＜民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)＞

民有林人工林の齢級別面積
百ha

---昭和51年Ｌ
- 平 成 ' 5 年 ’500

400ｰ 。394 ｌ■ ■ 句

３６９
■
Ｕ
，

／384■

、347
一 3 4 5

０

０

０

０

３

２

人
工
林
面
菰

が ２０５
、
２５７

ａ
■

、〃
、 ２４１

と
■

222 、
、韓４１１

口,‘39.口‘･ロ３６‘．。画４６

盾．１７１

，，４べ-90宝軍８３-．．６９--‘55-..48-1００

- ２ - １ １ - ２ ４ 一 5 ３

／
０

１ ３ ５ ７
齢 級

９ １３以上1１

資料：林業振興課業務資料
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＜市町村別人工林率＞
人エ林率が60%以上の市町村は龍神村をはじめ20町村に及び、そのうち12町村は70%を超える

市町村別人工林率

大阪府

っ弓 県平均６０．９呪打
田
町

粉
河
町

増
山
町
Ⅲ

和歌山市

貝志川町働志Ｉ

野
上
町

海南市

一》下津町

吉
備
町

吉
備 金屈町

鰹 奈良県
。

遮川町
由良町

日商町
「

英浜町
川辺町1I

御
坊
市

。
印傭町ｌ甫鍾川甘南毬川特

諜一一一"1Ｗ
田辺市

o９
ｰ

白浜町浜町

那智囲油町
古座川町

太地町

古座町

川本町
／ 凡 例 、
■■人ｴ林率７０%以上
「､60̅70%未満
「̅ ]̅50̅60%未満
「̅]30̅50%未満
向３０%未満

、 ノ

隻恵ァ
注：１人工林率＝人工林面積／森林面積×100

２人工林面積は平成15年４月１日現在

資料：林業振興課業務資料(地域森林計画対象森林）
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３天然林の現状

ポイント
・天然林面積は129,858haで、民有林のうち38%を占める
・天然林蓄積は19,811千m３
・天然林の内訳は、広葉樹が93％、マツが6％、その他針葉樹が1％である

天然林資源状況

■広葉樹
ロマツ
ロその他針葉樹

その他針葉樹
１％
1,102

ｰ

単位6ha

天然林資源状況
(ha) 画

②。③②⑤／ 函や』30,000
ｰ 畠 一の菫、

画一四や。二

、／
／20,000 -

面 一○．抱○ゞの口の｛
ー

｡

“抱四③司
令一今

や⑦函
の②画

、③劃菰
10.000 “。“画ｏ

割
一一劃割

一一一“の仁画一楠の

／一ＱＱ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ｎ Ｉ Ｑ Ｑ ■０ １ ０

1 ７ １ ９ ２ １ 以 上１ ３ ５ ７ ９ １１１３
齢 級

1５

資料：林業振興課業務資料
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４森林の公益的機能

ポイント・森林は、木材生産の他、様々な機能があり、県民生活に大きく貢献している
・森林の公益的機能とは、水源かん養、土砂崩壊防止、保健休養などの機能である
・森林の持つ公益的機能を換算すると、平成12年現在で年額1兆0359億円の効果を
県民にもたらしていると評価することができる

＜森林機能の種類＞
○森林機能を計量するため、森林機能を下記の6種の機能から評価したものである。

水 源 か ん 養 機 能 土 砂 流 出 防 止 機 能 土 砂 崩 壊 防 止 機 能
保 健 休 養 機 能 野 生 鳥 獣 保 護 機 能 大 気 保 全 機 能

森林の公益的機能の評価額(和歌山県）

大気保全機能
（10.6%） （）
1.099億円野生鳥獣保護機能

（7‘5%）
776億円

源かん養機能
（36.5%）
3,780億円

保健休養機能
（3.1%）

326億円

和歌山県の
森林評価額
1兆0359億円

ｕ県の
平価額
9億円土 ’崩壊防止機能

（11.8%）
1,222億円

ｰ

土砂流出防止機能
（30.5%）
3.156億円

資料：林業振興課業務資料

【参考】
全国の森林の評価額としては、林野庁が平成12年時点で年額約74兆9,900億円と試算している

水源かん養機能２７兆1,200億円 保健休養機能２兆2 , 5 0 0億円
土砂流出防止機能２８兆2,600億円 野生鳥獣保護機能３兆7,800億円
土砂崩壊防止機能８兆4,400億円 大気保全機能５兆1 , 4 0 0億円
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５森林計画

ポイント
・森林計画制度は、長期的視野に基づき、全国、地域等の各段階において森林施業の
計画量や施業方法等を系統的に定めるシステム

・森林の有する多面的機能を高度に発揮させるため、森林を｢水土保全林』｢森林と人と
の共生林｣｢資源の循環利用林』に区分し、それぞれの機能に応じた施業を実施

＜森林計画制度の体系＞

森 林 ・ 林 業 基 本 計 画
･森林・林業基本法第11条に基づき、政府がたてる計画
･長期的かつ総合的な森林政策の方向・目標を定める

1レ
全 国 森 林 計 画 森林整備事業計画

ｰ

･森林法第4条の規定に基づき、
農林水産大臣がたてる計画･国の森林関連政策の方向を定める

．５年ごとにたてる15年間の計画

造林、林道等の事業量等に関し、
農林水産大臣が閣議決定を経て
5年毎にたてる5年間の投盗計画

一一ｐＰ･■■一･･･《

＊1レ 国有林民有林
国有称の地域別の森林計画地 域 森 林 計 画

･森林法第5条の規定に基づき、
都道府県知事がたてる計画･民有林の伐採、造林、林道、
保安林の整備の目標等･５年毎にたてる10年間の計画

･森林法第7条の2の規定に基づき、
森林管理局長がたてる計画･国有林の森林整備の方向、目標等

･５年毎にたてる10年間の計画

森林計画区ごとに計画
紀北地域森林計画
紀中地域森林計画
紀南地域森林計画Ｉ-

- - ̅ - 呈 五 Ｌ 口

市 町 村 森 林 整 備 計 画 〆 、

･森林法第10条の5の規定に基づき、
市日附長がたてる計画

･森林所有者が行う伐採、造林の
指針等を定める．５年毎にたてる10年間の計画

ノＬ

ロ

０
Ｗ↓県内全市町村(50市町村)で計画

森 林 施 業 計 画
･森林法第11条の規定に基づき、森林所有者等がその所有する森林について自発的に作成する
具体的な伐採・造林等の実施に関する計画･５年を1期として作成し、森林の所在地が属する市町村長の認定を受ける

．この計画に従い、森林所有者等は計画的・合理的な森林施業を行う

-１７-

計画的な森林施業に対する優遇措置
①税制上の特例措置
②造林補助金の割り増し
③農林漁業金融公庫資金等の低利融資
④森林整備地域活動支援交付金の交付



６森林施業計画

ポイント
・森林施業計画は、合理的な森林施業を推進し、森林資源の持続的な管理と林業経営
の健全な発展に貢献している

・森林施業計画の認定面積の累計は平成13年度で民有林（県有林を除く）の76％に
あたる262,070haである・平成13年度の認定実績は54,019haである

森林施業計画認定累計ha

〆270.000

／
l ■260,000 戸

一認
定
面
積
累
計

／250,000

／＝240,000

魁聾■■■■■■昼巳■ 巳■■230,000 ５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 9 １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年 度

森林施業計画認定実績
回属人ha

80,000
ｍ -

ｰ
②一○．寺

60,000

一

Ｉ
認
定
面
積

4０,０００

９
45,5171149,3991152,4801149,2201141,67711144j7191141.4861142,6141148.336

20,000

０‘'爾而訂訂汀完.r｡丁丁了『丁８９1011１２１３
年 度

※平成14年４月１日より､｢属人｣｢属地｣という区分は廃止された
資料:林業振興課業務資料
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７流域管理システム

ポイント・森林を管理する上で合理的な地域の広がりである「流域」を基本単位とする
・流域内の市町村、森林・林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材の生産。
加工・流通各部門の連携による民有林・国有林を一体とした森林整備と国産材供給
体制を整備

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化センター」並びにセンターの下に
「流域林業活性化協議会」及び「専門部会」を設置

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「活性化実施計画」を策
定し、その具現化に向けた取組みを推進

和歌山県における取組み
･和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の3流域である。
･平成3年度から平成6年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活性化
基本方針を策定した。活性化実施計画書は、平成7～9年度に策定した。

･紀中流域、紀南流域は先導的流域(他の流域のモデルとなる流域)に選定されている。…

和歌山県各流域の概要
紀北流域;，･･･‘･-‘｡.…･･･̅ ････̅ ｡．‘････‘･'‘････…．.…･･･，･･....．.．.．-.．....-．.．.-.． ･̅･･･､．-‘･‘･･･..‘-‘｡．‘．.･･･．....｡-

I(紀北流域林業活性化センター）
：センターの設立:平成6年９月16日

; ず
｜センター事務局海草振興局農林水産振興部林務課内；
|活性化協議会の構成員数：３２名
Ｉ専門部会 ;生産流通加工部会

森林活用部会:____‘.,.,...__‘._-,...-..-..---.._______..__-.------.-_______---.--..--..___j
:..．.….̅ ‘‘･'｡.． .̅..̅ ..̅ ̅ .̅｡ .̅.....̅ ..̅ ...．..̅ ̅̅ .̅.̅ ̅̅̅ .̅.̅ ̅̅̅̅̅ .̅'̅ ̅̅̅ .̅.̅ ̅̅ .̅̅ ̅ .̅．-
i(紀中流域林業活性化センター）
|センターの設立:平成3年12月4日
1ｾﾝﾀｰ事務局:日高振興局農林水産振興部林務課内！
'活性化協議会の構成員数：３４名
i専門部会:林業労働対策小委員会

作業道等路網対策小委員会
流通加工対策小委員会

|先導的流域の選定：平成5年５月7日…….…__._‘…….…..,.………‘._.....‘….…．…,_.．…__‘.』

ｰ

、

０８００００８０９８００００口０００００８Ⅱ０００８‘■４８ｏ６０-
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森林の保全

保安林

林地開発行為の許可

Ⅱ
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県土の保全

森林被害

治山事業■
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森林の保全
１保安林

Ⅱ

誼イント・公益的機能の発揮上重要な森林を保安林に指定している。
・県下の保安林面穣は（平成15年３月31日現在)13種類で112,205haである。
・県下の森林に占める保安林率は31％となっている。
・所有別内訳は国有林が14,339ha、民有林が97,866haとなっている。

保安林の種類別面積
防風保安林

１４r(0.0%)
水害防備保安林一 ( 0 . 0 % ） ０

保安林総面積:112,205ha

、潮害防備保安林
（0.2%）１８９

干害防備保安林
／(0.9%）９８８
落石防止保安林

鵜雲繍,：
～魚つき保安林

(0.3%)３８２
、航行目標保安林

（0.0%）'１
-保健保安林

（0.6%） ６５８
風致保安林

宮(0.1%） ７７

ｰ
安林

他
(2.1%）
2.333 一一一一一一一一

一一一一一一一一

一一一一一一一一

一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一水源かん養保安林
(75.3%）84,546 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
△ ▲ ▲ ユ ユ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △ ▲

農霊麺誌i副穂(q'%）
上位の保安林へ計上(単位:ha)

保安林面積の推移ｰ (ha)
120,000 ’

５100,000 ▲
１
１
１
１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

日

０

０

０

８

６

４

面

積

ｑ ● ● ● 一 宇 ● ■ の ● ■ ィ ■ ● - ■ 6

88,365
■ 、 ４ ■ ｡ - 一 一 一 つ ■ ｡ 守 口 守 子 ● 一 ＝ ｡ ● ● ｡ ● ● - - ● ｡ ｡ ｡ q ■ ＝ ｡ ● ● ● ● - - ■ ● ● ● ● - ○ ｲ ■ 一 一 ■ ■ ● ｰ - - ■ 4 ■ - 4 ■ ｲ ■ ｲ ■ ｲ ■ ■ 缶 年 ■

Ｐ 口 ｡ ● ■ - - ■ - ｡ ■ - 由 ● ● 幸 ● - ■ 一 一 一 4 ■ - ● ● ● - ■ ● 申 一 ○ 今 ■ - ● 一 一 ● ｡ ● 。 ● 己 わ - ● ● ｡ ● 毎 一 一 - ■ p ● 申 1 ■ ■ - - ● ■ ■ ■

2０.０００ ｡ - ｡ - 一 ■ ■ ■ ■ ● 中 ｡ ● ● - ■ 画 申 ＝ ● 己 ■ ｅ ｡ - ■ 己 ● - ● ｰ ー ＝ 争 一 ｡ - 一 q ■ ■ ｅ ｑ ■ - 毎 一 己 ■ - 阜 一 ■ や - q ■ ■ ● ぬ 争 ｲ ■ ー ｲ ■ 缶 ■ ● ● ●

０
元 ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４5 ５ ６ ０

年 度

資料：森林整備課業務資料
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２林地開発行為の許可

ポイント
･１haを超えて開発行為を行う場合は知事の許可が必要
，森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため､林地開発許可､連絡調整を行っている
“開発許可実績は、平成14年度末で122件2,272ha
・連絡調整実績は、平成14年度末で189件2,366ha

林地開発許可面積割合林地開発許可実績
ａｈ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

２

０

８

６

４

９

０

１

１

１

１開
発
許
可
面
積

４０

３０

２０

､1７０

２
2１ 地造成

21.3%）
許
可
件
数

０１

０
1０ し

（
８ ７ 〆）- ̅ 即 日 了

瓦■二 Ｚザ０

、200 一弘一７２６５
｢司「=可
７２６５
｢司「=可■０

そ
の
他

土
石
採
掘

農
地
造
成

レ
ジ
ャ
ー

ゴ
ル
フ
場

宅
地
造
成

事
業
場
造
成

ゴルフ場
(51.5%）

昭和50年～平成14年度実績合計：122件2,272ha

連絡調整実績面積割合連絡調整実績
ha

1,000

９００
８００
７0０

６００

５００
４0０
３0０

２００
１００
０

宅地造成
「('06%）８９６ （）８１８

戸

そ
⑬連

絡
調
整
面
穂

一 ■ 凸 一

250
１７９

-

T ” g-
農
地
造
成

道
路
新
設

そ
の
他

学
校
用
地

宅
地
造
成

公
園
施
設

昭和50年～平成14年度実績合計：189件2,366ha

資料：森林整備課業務資料 ●
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３県土の保全・治山事業

ポイント
・治山事業は、林地の崩壊を防止・復旧するとともに、水源林の造成を行います。
・地域の特色に応じた緑豊かなうるおいある生活環境づくりを目指します。

治山事業の推移(事業費）
憶円
１００

8０ - ０ ■ わ - - 口 ● ● ｡ ● 厚 申 亭 ■ - - - - - - - - - ４ ■ ■ ■ ロ ■ ロ ■ ＝ ＝ ■ ■ 画 ■ ■ ■ ■ ロ ロ ロ ロ ロ 凸 ■ 凸 ロ ロ ロ ロ ロ

6０ 吟 ● ■ ■ - ■ ■ Ｉ ■ Ｉ ■ - ｑ ■ ● ｡ 一 一 - - 与 一 -

事
業
費

ｰ

4０

函2０

＝■１１型 型 型 二 一 忽 一 型 ■ ■ ■ し ･ ゴ ー 型 ■ ■ ■ 含 ｑ Ｌ ｌ Ｌ ４ ■ 〆 ■■■■1÷。０
元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４

年度

治山事業の事業別内訳
（平成14年度）

Ｆ-」 I;1,83$
0

山地治山事業

水源地域整備事業

水土保全治山事業

保安林整備事業

地すべり防止事業

共生保安林整備事業

ー

）1.057
■

■

■

９

０

１

０

画
678

207

【】
1３９

１８０
全体事業費4,152百万円

県土防災対策治山事業等

直轄治山事業負担金

妬
０１ ■

守
凸
ｑ
ａ

９

０ 1．０００ 2.000 3,000

百万円事業費

資料：森林整備課業務資料
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４森林被害

ポイント
・平成14年度の松くい虫の被害材積は、1,651m3で、昨年度に較べて414m3減少した。
・予防を徹底するため、特に保全すべき松林を重点に総合的な防除対策を進めている。
・平成11年８月頃、和歌山県、奈良県、三重県にまたがるカシノナガキクイムシによる
カシ類の集団枯損被害が発生し、和歌山県では東牟婁地域に被害が集中したが、被害
は減少傾向にあり、本年度の被害実損面積は0.11haであった。平成14年１月～12月の森林火災発生件数は、１５ヶ所、29.53haであった

松くい虫被害材積と駆除材積及び予防面積
３ ha

1,500
、

6,000
Ｘおり
へ 口 〃 ” 4,993

5,000
1．０００ ｰ

4.000
500

:3.00' 面
積

０
2,000

1,000

０
６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４

年度

（》森林被害実損面積(ha) (実損）
ガ
シ

ナ
ム

ノ
イ

シ
ク

カ
キ

スギノアカネ
トラカミキリ ノウサギカモシカ シカ年度 松くい虫 スギカミキリ

78.90
157.22
141.57
126.75
７４．６８
６４．２１
２４．５４
９５．１１

26.80
34.03
23.13
22.86
３．６８
３．７６
４．７５
５．１０

Ｗ而而而而而雨、

174.92
197.12
145.10
133.10
212.86
122.09
190.08
185.44

9.91
9.07
5.65
2.50
0.00
0.00
0.00
0.００

42.25
35.96
42.11
16.34
■■羽
１．９０
０．２０
０．１５

61.34
118.84
107.62
７７．８５
４５．９２
４８．２２
３８．７０
７６．９４

函
６

５

２

１

１

３

０

１

一
一
一
一
●
■
白
■

１

０

０

０

資料；森林整備課業務資料
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＜森林火災＞
平成14年１月～12月の森林火災発生件数は、１５ケ所、29.53haであった

月別森林火災発生件数
5５5０

４０ 薗革茄瓦革１
口平成'１年｜
国平成10年１
国平成9年｜
画平成8年｜
国平成7年｜
回平成6年：
国平成5年：

4０

■､雫■､雫

2夢０ 2６2６■ ■■ ■

1８
1５1４1４２０ 1 ４ １ ３/麦ゑゑ ■ ●■ ●

４ 熱熱唖 画平成5鼻
… 、
国平班班1０ … 室… 卸.、卸.、琴 輯

壁

０
ー １月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月

※冬から春先にかけての時期と８月に森林火災の発生が多い。

＜その他の自然被害＞
実 損 面 積 ( h a )

風 害 水 害 雪 害 干 害
１，２９３．０７５．８３
０．９５
１．１４

3 7 3 . 5 4 ６ ． ０ ２ 2 3 . 8 1
０ ． ２ ５ １ ． ８ ０

２ .０００．３０２ .４５０ .３６
２ ． ２ ８ ９ ． ７ ２

０ ． ３ ３ ０ . １ ８ １ ６ . ２ ２
１ ． ０ ９ 3 3 9 . 6 6
０ , ２ １ 3 4 . 7 2

０．０１０.７７
903.42

０．８５
19.31０．０２

11.57

被 害 区 域 面 積
水 害 雪 害

１．２９８．５４
０．９５
１．１４
７．４２
０．２５
０．３０１８．８３
２．９０
２．７８
１．１９
０．２１
０．７７

(ha)
干害
20.68

年度 凍 害 ｜ 風 害 凍害
亜諏所一腿雨雨雨雨市雨一朋一伽一州一雌一肥而

853.19 瀝一郷一睡一鉦一輌一》｜蝿

0.24 1.08
2.00

0.04
一

0.48
3.12 ０．３３

■Ⅱ■■■■■■■■

０．４８

０．０２
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2.926.80ー

０．８５
0.02

11.57
19.31

９

＜森林国営保険＞
平成14年度末の森林保険の契約保有高は、次のとおりとなっている。

悸諏覇茉両契彌葆宥言 | 件数
一

２，６５８
面積(ha)

２６,７８０
契約率(%）

１２．８ ’
資料：森林整備課業務資料
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林業経営

造林

間伐

素材生産

林道

林業機械

林家と林研グループ

林業経営

特用林産物の生産

山林用種苗の生産

森林組合

林業労働

林業公社

林業金融

Ⅲ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

１

１

１

ｰ

‘ -
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１
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林業経営
１造林

Ⅲ

ポイント・平成13年度の造林面積は、357haであった
・戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少
・樹種別ではヒノキが最も多く、平成13年度には63.0％を占める
・資金別では補助造林が最も多く、平成13年度には65％を占める
・平成13年度の1haあたりの造林経費(再造林)は813,400円であった

造 林 面 積ha

’1.200 1.087
1｣』蝉

ロ再造林

■拡大造林1'O００ 8８９８６２
822

お罰１ 6９３７０８６７１画 531 697800

圃
卿

，

-558一一一

■■

酒
５５４1該賑蔦‘0。 ／ 501580 鋤

圃
廼
凹
豊
-

３５７

１０１１

443↓495 ４５７
400

556 554
■皿200 338 ３０８３０８ 250Im 240

０ ７ ８ ９ 1２ 1３6 ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４

年 度

平成13年度地域別造林面積
ｰ

海草郡
(1.4%）５ 那賀郡戸（1.7%）

６

伊都郡
「(17.6%）

６３東牟
（2５

婁郡
､5％

９１

4５西牟婁郡
(33.3%）

１１９ 単位?ha

資料:H15.3.31.現在森林整備課業務資料
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樹種別造林面積
ha

1,2００

１,０００

８００

ロヒノキ１ 1.026
■スギ
園その他

８６２

晦唖̅雨 697
7939３ …'@｡。 6４１ 495 乳７． 35フ

400 ４９６ 勇
勵

542

200

淵 QＵＯ

９1５ 46J̅E3０5７ 70０ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ６ - １ １ １ ２ １ ３
年度

へ

-
％

補
助
造
林
の
占
め
る
割
合

００

０

０

０

０

１

８

６

４

２

０

資金別造林面積

ha

1,200 '垂雲1,000
” 篝 ' …

８００

１■■■■■■■

４００

２ ０ ０ 國 國 囲 國 國 図 囲 囲 四

０

皿 ｜ロその他
｜ロ自力造林
｜ロ公団造林等
｜ロ融資造林
｜■補助造林

繍
'2161面

積 ﾄ90
-■■の〃』型、勾

硬・訴幅Ⅲ ー

327

６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２
年度

<1ha当たりの経費:平成13年度スギ・ヒノキ4000本植え＞
（単位:円）

1３

仮植・運搬 計苗木 地栫え 植え付け

再造林 294,200 200,000 46,200 813,400273,000

拡大造林 46.200 1,031,000273,000 511.800 200,000

資料;H15.3.31.現在森林整備課業務資料
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２間伐

ポイント
・生産性の高い林業経営を行うための適切な間伐作業の推進
・平成13年度の間伐実績は8,055haであった
“そのうち、水土保全森林緊急間伐実施事業による実績は2,600haで全体の32%である

間伐実績の推移
ha

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

０

ロ造林事薬、
■間伐事業

9,588

8.207 8，０５５

６

5.52間
伐
面
積

455
,１ｰ

,418

'２

６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年度

間伐事業の経緯
間 伐 促 進 総 合 対 策 事 業 ～ S ６ １
森林地域活性化緊急対策事業H１～S６２
間 伐 促 進 強 化 対 策 H ２ ～ H ６
流域総合間伐実施事業H７～H９
水土保全森林緊急間伐実施事業H10̅

6０

(注）

樹種別間伐面積
平成13年度

ｰ

(単位;ha)

H15.3.31現在森林整備課業務資料
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和歌山県間伐総合対策一紀州和歌山間伐宣言一
緊急間伐5ケ年対策（平成12～16年度）

一-

Ｌ ー

間 伐 目 標 -
４５千ヘクタール

(年間9千ヘクタール）
へ

ｰ

計画的な間伐実施
搬出促進

’ ’ 間伐材利用の促進
搬出促進

ｰ

間伐実施のための条件整備

歴霊詞 木の国プロジェクト
森林の学び舎推進事業

’’
木材利用推進活動事業

[藺騨鱗茎』 林道事業、治山事業等
公共事業への間伐材利用促進

■
-３０-

健全な森林づくり

人にやさしい環境対策事業

間伐実施のための基盤整備

山村森林路網整備事業



３素材生産

ポイント
・平成13年の素材生産量は205千m3で、前年より8｡1%減少した
・素材生産量205¥m3のうち製材用が193千m3と94%を占める
。樹種別ではスギが56％、ヒノキが40％である
・所有形態別では、私有林が95％、国有林が5％である
・平成13年の生産林業所得は63億円で、前年より10％減少した

用途別素材生産畳
■チップ用
ロその他
■製材用

３千ｍ

400

亟，国
ｌ

５300

ｰ

００２

素
材
生
産
量 ２

1００

０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年度

6０ ６１ 6２ 6３

樹種別素材生産量H13年次 所有形態別素材生産量H13年次

全生産曇:２０５¥m３
＝ そ の 他 広 葉 樹 国有林

(4.9%）
１０勅謙、(；4%）

位千m3):¥m3)

資料：木材需給報告書
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千m３ スギ･ヒノキ等の素材生産量の推移
500 ■その他

ロヒノキ
■スギ■

400

■
1４１０

０

０

０

３

２

素
材
生
産
量

1３０
２０１８

９塵画伽匡■■■

担一・■■函■■向い〕

枢一同園幽【〕

⑳岸〕■扇函酉■ｎい］

廻一■■蝿■■［Ⅱ］一

■Ⅱｕ畑口画■■■》

廐
圏
■
■
狐
■

四画掴］■■■ロ伽画

一
．
一
一
稲
・

■
型
Ｌ
壷

一一兜一一一噸-

１■一躯一一一価一
1００

１４６１４５１４３ーーー■■且空…,帯:1251241261両 （》
０

５０５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３
年 度

林業生産所得と素材生産量の推移
億円 ー林業生産所得一一素材生産量’ ¥m３

５００250 〃 垂 、

400
200

林
業
生１５０
産
所
得１００

素
材
生
産
量

０

０

０

０

０

０

３

２

１

（）

０
5０

０
５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３

年 度

資料：生産林業所得統計報告、木材需給報告書
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４林道

ポイント
・民有林林道の自動車道総延長は平成14年４月１日現在で1,428kmとなった
また、林道密度は4.15m/ha、舗装率は49.4%である・平成13年度の事業費は約35.6億円となっている

林道開設の推移
(m)

6０,０００ 51,255--型甥3 , 6 2 4 -

■開
設
延
長

２尻ｑ７２40,000

2０,０００

０ ０

6 ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年 度

ー

林道開設事業費の推移臆円）
600

醤31.2̅30.2醤醤-型一望-醤０

０

■
０

０

４

２

事
業
費 ■ー ■ = : ■ Ⅱ 巳 画 ■ 司 - ， 一 ー ■

０．０ ﾛ ﾛ ｐ ｌ ロ ｌ ｌ Ｉ

6 ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ " １ ３
年 度己

林道開設別実績 管理主体別林道延長
（自動車道）

森林組合

ー

(9.9%）
142,047142,047

平成13
1.428.1
平成13年度
1.428.2051T

3年度
２０５１T

市町村
(90.1%）
市町村
(90.1%）
1.286

資料：林業振興課業務資料
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市町村別林道密度
(平成14年４月旧現在自動車道）

大阪府

閃本市野口町》輿》輿》輿 か
つ
ら
ぎ
町

己 』
粉
河
町

棚
田
町

岩
出
町

粉
河
町 九度

和歌山巾
供
山
町
供
山
町

自主１R志111町
高醗町

野
上
町

海南市 天１町
花、花１｜＃

下津町

（）有田市 吉
箇
町

旬水町
卸,砿Ｔ

湯◎函 奈良県
。

広川町
美山村美山村由良町

北山村中8中津村
日高町

「
美浜町

1l川辺町 ■神村御
坊
市

。
印南町ｌ南郎川村南部川村

期一一一中辺路町
本富町

南制慎南制慎
晒辺市

態野Ⅱ町態野

薦宮市
大塔は彫翻上富田町上童砺町

ｰ
白浜町涙町

日皮川町
那智扇測町

古座川町
太地町

すさみ町すさみ町
占康町占康町

串本町凡 例

５.０m以上 寮ン
にこ■■

3.5m～5.0m
１

２
注 林道密度＝(自動車道/民有林面積)×100

民有林面積は平成14年４月１日現在2.0m～3.5m
０.５m～2.0m
0.5m未満

、 ノ

-３４-



５林業機械

ポイント
･林業機械の台数の多いものは、チェーンソーの3,912台、刈払機の3,198台である
・その他に多く使われているのは、集材機、索道、モノレール、フォークリフト、
動力枝打機・高性能林業機械は、ハーベスタ、フォワーダ、タワーヤーダ、グラップルソーの
導入が見られる

平成13年度林業機械・器具の現況
「 薇 ̅ 滅 種 名 ’ 適 用 数

馳
卵
飼
猫
弱
幅
把
鯛
哩
９
４
３
１
馴
９
把
舩
羽
７
川
創
枢
４
卵
６
塑
刎
７
一
一
脚
３
３
４
-
４

２

２

１

１

９

１

１

１

《

ロ

ｑ

Ｕ

ｑ

山

１

１索道蕊:謡
築材機典謹灘
モ ノ ケ ー ブ ル
リモコンウィンチ
自 走 式 搬 器
モ ノ レ - ル

索道

動力１0ps未満
動力１0ps以上
ジグザグ集材機
リモコン、ラジコンによる可搬式木寄機

集材機

ー

懸垂式含む
動力20ps未満
動力20ps以上
林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ
上記でクローラタイプのもの
主として地栫え等の育林作業用

小 型 運 材 機

ホイールタイフ．トラクタ
クローラタイフ・トラクタ
育林用トラクタ
フオークリフト
フォークローダ
クレ｜運材機能なし一ン|運材機能あり

トラッククレーン、ホイルクレーン等
クレーン付きタイプ
グラップルローダ作業車
グラップルローダ付きトラック
搬出、育林用等に係わる土工用
搬出、育林用等に係わる土工用

レ
ン

ク
ー

クレーン付
ト ラ ッ ク

グラッ
プル
トラクタショベル
ｼｮﾍﾞﾙ系掘削機械
チ ェ ー ン ソ ー
ﾁｪｰﾝｿｰ付ﾘﾓｺﾝ装置
刈 払 機
植 穴 掘 機

ｰ

リモコンチェーンソー架台
携帯式刈払機

自動木登り式
背負い式等の上記以外のもの動 力 枝 打 ち 機

苗畑用トラクタ
フエラーバンチヤ
ス キ ッ ダ
プ ロ セ ツ サ
ハ ー ベ ス タ
フ ォ ワ 一 ダ
タ ワ ー ヤ ー ダ
スイ ン グ ヤ ー ダ
グ ラ ッ ブルソ ー

立木を伐倒、集積する自走式機械
牽引式集材専用のトラクタ
枝払い・玉切りする自走式機械
伐倒・枝払い・玉切りする自走機械
積載式集材専用車両
元柱を具備した自走式集材機械
簡易索張が可能で、旋回可能なブームを装備する集材機械
巻立・玉切り自走式機械

資料：林業振興課業務資料
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６林家と林研グループ

ポイント
・2000年現在の林家数は14,016戸である
・保有山林5ha未満の小規模な林家が全体の70.7%を占める
・１林家当たり平均所有山林面積は8←8haである
・山林の保有目的は規模が小さい林家ほど財産保持的意識が強い
・林業研究グループ数は平成15年４月現在、２８グループで会員数は593人である

保有山林規模別林家数

０
"1ha未満■1̅5haD５̅10hop10̅100h③■100ha以上

A

Ｕ ’

團 一二①、。Ｉ

闇や《心つ
騨悶、劃

一“、 36.60２1９６０
’’

１四冒
’三一］恒句１ ■

１
０
１
９

（》砲口や画一

唖。今Ｃつ
一い、 ３１．３1.3941９７０

一○・一画←

密 函・今色亜 ’ 徳ウ今。《
一①悶 28,5501９８０

辱 珀

’
ｌ一今年。、砲

Ｉ §|||窪の。“酋砲
29,3211９９０

声

扉_陸眉僧の。①。垂2000
, 〆 ，〆 ,〆 ZＩ〆 ｡〆,〆 ,／

5 ,000１０,０００１５,０００20,000２５,０００30,00035 ,000４０,０００
林 家 数 （ 単 位 : 戸 ）

０

(世界農林業センサスによる。1990年までは0.1ha未満所有の林家が
調査対象、2000年からは1.0ha以上所有の林家が調査対象。）

へ

ｰ保有山林面積規模別林家数（和歌山県計）
単位林家数：戸、面積:ha

500ha以上
２１

０．１

１０～100ha
ｌ,９３９
１３．８

100～500ha
ｌｌ０
０．８

5ha未満
９,９０４
７０.７

5～10ha
２,０４２
１４．６

含量Ｌ
１４,０１６
１００．０

林家数
一

構成比
注：保有山林面積１ha以上の林家 4

人工林率別林家戸数
単位：戸

80%以上
３，６２２
５６．３

10～40％
６５４
１０．２

40～80％
１，２１４
１８．９

10%未満
１５１
２．３

人工林なし
７８９
１２-３縣一岬一岬林家数

一

構成比
注：保有山林面積3ha以上の林家

人工林なしの林家数は人エ林の齢級が不明なものを含む
資料：2000年世界農林業センサス
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＜林業研究グループ＞

郡別林研グループ数および会員数
平成15年４月現在

’禽 鞘 弩
※県全域は女性林研

伊都｜有田Ｉ■I司冨■唾麺匪…|県全域｜合計’’
’
１

開-３
｜
’

錨-３
１

１

唖５ ｜
’

鯛-５ 中 1

１
布-５

Ｉ

’
2８
-

１
593
Ⅱ■■■■■■■■

２８

林研グループ数および会員数の推移（人）

1,400

1,200

1,000

(グループ）

ﾛ■■会員数 ４５
４０
３５
３０グ25ｊＩ
２0y
１５数

ｰ

会
員
数

800

６0０ １
400

０１

５

０

200

０
元 ２ ４３ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４

年度

資料：林業振興課業務資料

ー

<<参考>＞
保有山林面積規模別林家数と面積(2000年世界農林業センサス）
林家；平成12年２月１日現在の保有山林面積が1ha以上の世帯をいう。
農家林家：林家のうち、農家である世帯をいう。
非農家林家：林家のうち、非農家である世帯をいう。
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことであり、所有山林のうち他に貸し付けて

いる山林などを除いたものに他から借りている山林などを加えたものをいう
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７林業経営

ポイント
・伐出労賃単価の上昇は、平成13年において昭和50年の2.52倍となる
・一方、山元立木価格は0.32倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下している

伐木造材作業者賃金と山元立木価格の推移(指数比較）
I

ｌ
ｌ

→ - 全 国 伐 木 造 材 賃 金 → - 全 国 ス ギ 山 元 立 木 価 格
一和歌山県スギ山元立木価格一和歌山県伐木造材賃金

291
300 Ｒ 一 員 向 寺 弓

250
へ

-鴬20。
1５０

1００

50

０
5 ０ ５ ５ ６ ０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３

（指数は昭和50年の値を基準とした値）

伐出造材の作業員賃金およびスギ山元立木価格の推移っ

単位：円
スギ山元立木価格
和歌山県全国平均
２３，９１７１９，７２６
２６，５９１２２，７０７
１５，５００１５，１５６
１５，５７８１４，２８２
１６，０４７１４，５９５
１５,１１８１４,２０６
１３,４６９１３,０６０
１４,００９１２,８７４
１３,２０４１２,４０２
１２,３９７１１,７３０
１１，２９４１０，８１０
１０,４７６１０,３１３
９，１１２９，１９１
８,３００８,１９１
８，２９７７，７９４
７，５７８７，０４７

伐出造材作業員賃金
和歌山県全国平均

５，５５９５，３９６
１０，７７５８，２１３
９，８８３８，５８０
１３，６４３９，５１３
１２，３３６９，８０３
１３，０６７１０，９２４
１４,１０６１０,５９１
１３，６１５１１，７０９
１４，３６５１２，１７６
１３，９６６１１，９１６
１６，１９４１２，４４０
１５，３２１１２，５３０
１５，３９０１２，３７２
１４,５９０１２,５２０
１４,５１０１１,７００
１４,０２０１２,５９０

（》備 考
＜伐出造材作業員賃金＞
林業統計要覧
厚生労働省「林業労働者職種別

賃金調査報告害」
（各年とも10月調査）

＜スギ山元立木価格＞
林業統計要覧
財団法人日本不動産研究所
「山林素地及び山元立木価格
調べ」

（注）立木価格は利用材穂１m３
あたり平均価格

卵一弱一帥一元-２ｌ３ｌ４-５ｌ６ｌ７ｌ８ｌ９一扣一川一枢一個
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伐出業労働賃金と素材価格の推移(和歌山県）
円

60,000

円

1８,０００

16,000０’
14.000

０
12.00050.000

10.0000,775
9,883

8,000爵’ 一
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当
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賃
金

6.000鎚搦疾睡戸鼻か略八痂鵠
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4．０００

丸
太
価
格
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山
元
価
格

2,000
耳 岬の。句。。

徳、。《・ロ一
０閲］ 掴司30,000 色。つ一 緯←垂今○○

１画今春の。○三
ぬい・の。。’ ｣臺樋

一
つ

一
つ
。

■田

悼一壁○・

4HII|
一“。、

財

蕊
￥瞬
鵡：
鰯；

20.000 蕊

，
己

一“。」の②一

-
一ｍ』一重｜ゞ

一一・○○の一
ｌ

■
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｊ

ｊ 謡||島画。閲一Ｎ一頃溌椴蝿燕群製苗

劃。可寸、
10,000

⑭

’…

ｒ０１-１１１品

１

０ ■ ﾛ

5 ５ ６ ０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年度

資料；スギ中丸太製材用素材価格(径14～22cm、長さ3.65～4m);木材需給報告書
山元立木価格(スギ)、労働賃金(林業職種計、伐出）；林業統計要覧
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８特用林産の生産

ポイント
・きのこ類は菌床しいたけの生産量が伸びており、その他については生産のなくなったヒ
ラタケを除き、ほぼ前年度並みである。

・木炭はほぼ前年度並みの生産量であるが近年様々な分野で炭が注目されて来ていること
や、緑の雇用事業によるUIターン者等により、生産者数には増加が見られた。

・枝ものについては、ヒサカキが大きく減少している。
・黒竹については、需要増加のため生産量が前年度の約２倍と大きく伸びている。

きのこ類の生産普画ナメコ
ロエノキﾀケ

ｔ
ｌ８００

1６００ -……….……･……臘10則巴 … … ● … 守 ｡一 口 口 今 ■ ー ●

‘１２呪ｿ齢1４００ 白 ・ 伊 ■ 勺 司 △ ９ - １ 口 ． ｌ ｑ ■ ■ ● 寺 命 ・ 寺 ・ 告 守 口 一 缶 一 一 宇 一 一 壷 一 一 一 ・ ・ ・ ■ 面 ■ ・ ・ ・ d つ む ① ■ ｡ ｡ ■ ･ 一 寺 一 ・ ・ 口 ・ 一 ・ 七 ・ 一 告 ◆ ･ ◆ 一 凸 一 一 ・ 一 口 一 一 一 一 一 ロ ー ◆ ◆ - - ･ … や 今 ● ･ や 今 一 ご ± 凸
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200 ＝ ■ 1 画 1 1 戸 ﾛ 1 画 I ■ ・ ■

０ ■ 函 】 - ﾛ ■ ■ ■ 且 L 画
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木炭の生産畳 へ

ーｔ
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10740
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クリの生産量 ワサビの生産号
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資料：定住促進課業務資料
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９山林用種苗の生産

ポイント
・平成14年度の山行苗木生産量は1,241千本である
．そのうち、スギは342千本、ヒノキは894千本、マツは5千本である
・生産畳は年々減少し、平成14年度の実績は昭和55年の9.6％となった

山行苗生産量の推移25,000
22,217
４６６
n■■ 鰯

20.000

へ》15,000

生
産
量

1０．０００ E ■

0,04'酉'Wa23,
3513,5923,456

加-蝋儒,……鯆畷醐鰯虜歯禽麗
5,000

０ ｕ 奇 坐

4 ５ ５ ０ ５ ５ ６ ０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４
年 度 （）

経営規模別苗場面積と生産者数
’■100m2未満回100～500m2B500～1.000m2D1,000～5.000m2D5･０００～10,000m2m10,000m2以上

■■
０．２７

積罰０．
総面積
６.４７ha

厨 画 応両面 禰
０

ト ’ ｜ Ｉ ｜ ’ ｜ ■ ■ ■
総生産者数

３６人’１一囮 目ロ国目生産者

!！ ﾄ １

0 % １ ０ %２０%３０%４０%５０%６０%７０%８ 0 % ９ 0 % １００%

資料：森林整備課業務資料
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１０森林組合

ポイント（以下、森林組合統計調査の平成13年度末現況より）
・平成13年度末の森林組合総数は36組合、組合員総数は19,722人であり、組合員
所有の森林面積は260,707haとなっている

・組合資本については、払込済出資金総額867,891千円と、各組合員の増資努力
を基礎に林業構造改善事業等の補助事業を活用して、共同利用施設の充実に取
り組んでいる・２３組合が作業班を有し、７組合が林産事業で30,072千m3の素材生産を実行して
いる。保育実緬については、下刈り2,305ha、枝打ち831ha，除間伐7,447haの
事業が実行されている・作業班員は、総数482人、年間150日以上の従事者は285人、210日以上の従事者
は198人となっており、年齢別では、４０歳未満の従事者が87人で、６0歳以上の
従事者が243人となっている

組合員数と組合員所有森林面積の推移 (ha)

280,000

(人） 匡．組合員総数
一組合員所有森林面積274.684必 25.000

69.384
重司予§型f261,890260623260,70

弓̅#鶏
65.74 270,000

2０,０００
組
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員
所
有
森
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合
員
総
数

15,000
250,000-

23,766 22,656 P3,24322,416翌,117壺壼砺而開’10,000
240,000

5,000 230,000

220,000０
７

年 度
1 ０ １ １ １ ２ １ ３4 ５ ５ ５ ６ 0 ２

ー

払込済み出資金等の推移
資産額
資金

1,600,000
1,400,000

1,200,000

金1,000,000
800,000

額600,000

400,000
200,000

０

1,356,336
-

1,006‘1２７ロ

我98テー868､x0５-- 86:Z89J-

555,93 833,415839,003850,120
677m１５３３９､ツー" 8８

二6“44＝2名０６
一

１̅浬
ロ ﾛ ﾛ

4５ 5５ 6０ ２ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年 度

資料：森林組合統計調査(平成13年度末現況）
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平成13年度依頼者別保育実績

市町村
(3.8%）
４１１

単位:ha

(平成12年度）（単位；歳）作業班員の平均年齢
主として伐採主として造林主として市場

５ ３ ． ７ ５ ９ ． ３ ３ ６ ． ６
５ ３ ． ６ ５ ９ ． ２ ３ ６ ． ６
６ ３ . ０ ６ 1 0

その他
５８．８
６０.７
５０.５

識一蝿一郷一羽
総平均年齢

５８．０
５７．７
６１３

（『）作業班員
うち男性
うち女性
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５ ５ ５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３

年 度 （）
森林造成事業の推移販売画林産事業の木材取扱量

(ha)

16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
４,０００

2,000
０

(m3)
120000

100000
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60000

40000
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０

一

望 ■ 新 植 回 保 育
、
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旬←ぬ’○一』

９ １０１１１２１３５５６０２８９１０１１１２１３
度 年 度

資料：森林組合統計調査(平成13年度末現況）
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年
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森林組合合併解散の動き(H15年４月１日現在）

ｰ

ｰ

-４５-

年度 組合数 内容 細合名 合併・解散
翌可年月日 合併参加組合等の関係組合

3８ 6８ 併

併

《自今ロ

美 里 町

す さ み 町

S38.4.５

S39.3.31

神野、国吉、長谷毛原

周参見、佐本、大都河、江住

3９ 6６ 併
併

《ロ今回

田 辺 市

中 津 村

S3９.１０.１５

S40.3.29

牟婁町、上芳養

川中、船着

4０

４１

４

７

６

５

併

併

併

併

併

併

《
自
今
巨
今
自
今
ロ
今
ロ
今
回

龍 神 村

熊 野 川 町

清 水 町

高 野 町

本 宮 町

南 部 町

S4０.１１.１

S4１.４．８

S4１.１１．１

S4１.１２．２７

S4１.３.２７

S4１.１０.１７

龍神、上山路、奥日高

小口、三津ノ木、熊野川

五郷、安締、八幡、城山

高野町、富貴
＝里、四村、謂川

4２ 5３ 新設

合併

日 置 川 町

那 智 勝 浦 町

S42.10.9

S43.3.29

日置、三舞、川添

色川、那智、太田川

4９ 50 合併 西 牟 雲 S49.8.24 田辺市、白浜町、上富田町、大塔村

5１ 4８ 合併 南 紀 S5１.１１.１２ 串本町、古座町、古座川町

5４ 4６ 合併 中 辺 路 S54.9.1 近野、二川、栗栖川

5５ 4５ 合併 南 紀 S55.5.15 南紀、七川

5７ 4４ 合併 美 山 村 S57.6.21 川上、寒川

6３ 4３ 解散 下 津 町 S6３．１２.２３ 海南市森林組合に包括(H元年度）

２ 4１ 解散

解散

岩 出 町

貴 志 川 町

H2.4.1

H3.１.１３

８ 3９ 解散

解散

桃 山 町

湯 浅 町

H8.６.１７

H9.3.6

鞆渕森林組合に包括

広川町森林組合に包括
1１

1２

3７

３６

解散

解散

解散

吉 備 町

日 高 町

南 部 町

H1１.１０.１３

H１１．１１.２

H1２．６．２８

1３ 2９ 併

併

併

今
自
今
ロ
ヘ
ロ

那 賀 広 域

大 辺 路

和 海

H１４.３．２０

H１４.３.２０

H1４.３.２０

打田町、粉河町、鞆渕、那賀町

日置川町、すさみ町

和歌山市、海南市、野上町、美里町

1４ 2８ 解散 由 良 町 H1４.７.２ H14.7.2に解散麗可（精算結了未済）



１１林業労働

ポイント(減少し高齢化する林業就業者)
国勢調査によると平成12年の本県の就業者は1,393人で、昭和30年に対して90%の

大幅な減少を示している。
また、６０歳以上の占める割合が、昭和30年の8.8%に対して平成12年は484%とな

っており、高齢化の進展が著しい。
しかし近年、自然志向や地球環境への関心の高まりから、若干ではあるが新規参入

が見られる。
今後、若年新規参入者のさらなる確保及びその定着が課題となる。

＜林業就業者数と年齢階層別就業者数及び構成比の推移＞
上段：就業者数（人）
下段：構成比（％）

50～59歳１６０歳以上’総数１１５～19歳１２０～29歳ll３0～39歳|４0～49歳年次
昭和30年 14.051 ’'188

８．５
2,962
２１１

2,464
１７．５

2,255
１６．０

1,240
８．８

3,942
２８．１

昭和35年 13,363 536
0.0
０

０．０

3,041
２２．８
７６６
１１．３

3，５３５
-

２６．５
2,458
１８．４

2,287
-

１７．１
1,506
１１．３ （》

昭和40年 6,786 1，８７８
-

２７．７
1，７０４
-

２５．１
1,341
１９．８

1,097
１６．２

昭和45年 1,216
２０．４

1,751
２９．４

1,385
２３．３

1,252
２１．０

5,956 4８ 304
5.10.8

昭和50年 5,014 ２５
０.５

213
4.2

６４６
-

１２．９
1,693
３３．８

1，３９２
-

２７．８
1，０４５
-

２０．８
昭和55年 348 1,1７０

-

２８．７
1,419
３４．８

4,077 １８
0.4

162
-

4.0
960
23.58.5

昭和60年 232 ５７６
-

１９．１
1,278
４２．３

7993,019 １２
0.4

122
一

4.0 7.7 2６５
平成2年 154

6.7
３０９

-

１３．４
９１０

-

３９．４
８４２

-

３６．４
2,312 １１

-

０．５
８６

３．７
157
7.6

２４７
-

１１．９
545
26.2
283
20.3
■闘罷

1,001
４８．２

2,078 １３
０.６

115
5.5
101
7.3

平成7年

平成12年 １３８
9.9

１９１
-

１３．７
６７４

-

４８．４
1,393 ６面

国勢調査
（》林業就業者数の推移(割合）
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rｲ
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Ｉ

＜地域別年齢階層別就業者数及び構成比＞
上段：就業者数（人）

ｰ

＜森林組合における新規参入者の採用状況＞
ﾄ組合において、月給制の導入等労働条件の改善を推進し、労働者を積極
が見られる。
業労働力確保支援センターにおいて募集活動を実施している。

Ｊノ

*業振興課業懇畜粥

-４７-

ー ｰ マ ー ー ク ヮ 総数 15～19態 20～29歳 30～395 40～4９ 50～59蟻 60鐙以上
海 草 6２ ０

0.0
1１

1７．７
。

6.Ｉ
１

1７．７
1５'’２４．２ 2１

33.9
那 賀 2９ ０

0.0
１

3.4
５

1７．２
３

1０.３
’ ２

6.9
1８

62.1
伊 都 125 １

0.8
1２

9.6
1６

1２．８
1９

1５．２
3０

24.0
4７

37.6
有 田 150 １

0.7
９

6.0
７

4.7
1８

1２.０
2３

15.3
9２

61.3
日 高 271 ２

０.７
2３

8.5
20
7.4

3２
1１．８

5８
21.4

136
50.2

西 牟 婁 ・３９３ ２
0.5

2４
6.1

5４
1３．７

6１
1５．５

８８
２２．４

164
41.7

東 牟 婁 363 ０
0.0

2１
｜
￥ ､８

３２
８．８

4７
1２． ９

6７
1８．５

196
54.0

合 計 1,393 ６
0.4
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１
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ポイント（依然として多い重大労働災害）
労働災害は、着実に減少しているが、他産業と比較しても死亡災害等重大災害

は依然として多い。
今後、ゼロ災の実現・継続と事故発生時の緊急連絡救助体制の整備が課題

＜労働災害発生状況の推移＞
全 産 業 林 業

年 次 被 災 者 数
「言言玩芒

被 災 者 数
「弓宮玩芒

備 考

》蹄一壁》一》一幟一》｜》一》》｜》》｜》｜》｜》一》｜》｜》一》一》｜》》一》

5,468
5,034
4,600
4,411
4,166
3.861
3,756
3.451
3,341
3,341
3.074
2,780
2,606
2,591
2,534
2,221
2.094
2.056
1.837
r̅ m７
１，５１１
１，５０１

“｜亜一型匹塑一幅一別一杷頭一羽一釦一卯一幻一型塑叫一別一四一配一別一瀦一泌一禍

卿確一塑型型辿那一型皿坐墾塑型、雨両面両面

４-４ｌ１ｌ４-２-１ｌ４’二１-２ｌ２-１ｌ３-３ｌ３ｌ４ｌ２’二二２’１-３-１

H9年以前は労災給付データ、
H10年以降は死傷病報告統計デー
タ(いずれも和歌山労働局資料）
より作成。
被災者数は休業4日以上。 （》
※ 参 考
死傷年千人率(H13年全国値）
全 産 業 ２ ． ７
製 造 業 ３ ． ６
鉱 業 １ ７ ． ７
建 設 業 ６ ． ２
貨物運送業１０．０
港湾荷役業６．７
林 業 ２ ７ ． ６

(林材業労働災害防止年報）

皿、而而
画

1,503

へ

＝労働災害発生状況の推移(指数）
1００ ※昭和55年を100とした指数1００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

9５

主義業ト９２
7６7６

8４8４ ７１６９
℃玉6 3 ̅ 6 T 6 1
7１６９

７７
5６

藷̅歴̅６ 型４８４７４６
当=聾_聾-8‘

2９２８2９２８２７２７４１４１
弱̅ 35-§§3４

参参参ダダ全争勢挙恐斗ややややぶや≦慕薦漁･窯‘
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１２林業公社

ポイント
・林業公社は、民法第34条の規定に基づき設立された公益法人である
・分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として、昭和43年３月１日に設立
・分収森林の整備のため、造林、保育、間伐等を実施している

＜分収造林＞
分収契約面積
内 人 工 林

3,812ha
3,326ha

所有形態別面積
（人工林）

ｰ

法
（

市町村有林
（6.2%）
２０５

(9.7%） (13,2%）5９
3２１ (単位;ha)439

ー

＜緑のオーナー制度＞
分収林箇所数

面積
契約者数

4箇所
27.51ha
203人

(上記人工林の内数）

＜造林事業以外の事務＞
植物公園緑花センターの管理業務
根来山げんきの森管理業務
森林土木測量工事の測量設計等の受託業務
林業労働力確保支援センター業務
森林病害虫防除機器貸付業務

資料；森林整備課業務資料

-４９-



１３林業金融

ポイント
・主な林業関係制度金融には、農林漁業金融公庫資金、林業改善資金、木材産業
等高度化推進資金がある

．これらのうち、県では林業改善資金の貸付けや木材産業等高度化推進資金の貸
付原資の供給を行っている

林業関係制度資金の貸付実績及び残高
(単位：千円）

平成13年度末 平成14年度末平成12年度末平成11年度末
22,950
106.029

貸付実績
貸付残高

45,376
130.636

24,722
117.804

10,350
126,928林業改善資金

木材産業高度化
推進資金

へ

ｰ405,000 385,000貸付残高 730,500 452,000

＜林業改善資金＞
林業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働従事者の確保及び青年林業者
等の養成確保を図るための林業従事者等の自主的努力を積極的に助長することを目的に無
利子の資金を貸し付ける。

林業改善資金制度の仕組み

計驫鱸鰯臺甲[國警鷲 事 務 委 託 機 関
(森林組合連合会）

（）
Ｗ

’機関
合）

脳
貸
付

画
■
●
●
■
●
■
■

者

-５０-



＜木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産又は流

通を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な資金を低利で融通する。

木材産業等高度化推進資金の仕組み

｜ 国 ’国

出
資
等

Ｗ
’

’ 計 唇:::::：農 林 漁 業
信 用 基 金 県基 金

１
｢借入れ

ｰ
へ 合認原 低 理資 利 化供 預

給 託 計
画定

一

V .
|指定金融機関Ｉ「

貸 付 け Ｌ
（４．３倍協調融資）

申

請

燕

合
理
化
計
画

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■叉

借

債務保証

＜農林漁業金融公庫＞
ｰ

農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の
資金で、一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。
林業基盤整備資金（造林、林道資金）、森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金な

どがある。

＜農林漁業信用金庫＞

農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合
理化のために必要な資金を融資機関から借り入れる場合に、その借入に係る債務を保証
して、これらの資金の融資を円滑にすることを目的としている。

-５１-
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木材産業

木材需給

木材価格

木材輸入

木材加工（製

木材の流通

住宅建設

木材利用推進

Ⅳ

１

２

３

４

５

６

７

' ｰ

(製材工場）

…



己

へ
ｰ



Ⅳ 木 材 産 業
１木材需給

ポイント
“平成13年次の木材需要は634¥m3で、前年を17%下回った
｡国産材は206千m3で、前年比3%減少した
外材はは428千m3で、前年比22%減少した、木材の自給率は32.5％となった

素材入荷量の推移

（和歌山県） ■国産材
口外材千m３

2.000

1.544
菅 ０

０

０

０

５

０

１

１

素
材
の
入
荷
量

1,361

刷竺型３,０７4
"&７９５７６０『 １ ，
２ ０ ９ 、 -

■､222,2'‘
Ｌ

畠員６５８コ’
1.230 1.091５００ ９７７ 947 847

658 '547５７３

０
6３ 元 ２ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３

度
5９ 6０ 6１ 6２ ３ ４

年

(全 国） ■国産材
口外材

¥m3

80,000ー

“、旬の。α『面函配函一軍

や、ロのめい｜一画配軍国画室一画

念
且
圖
Ｅ

ｇ●お今一画画型一園

、画垂○四ｍ一雨雨函司一四［Ⅷ叫画函

切函一○碑一一両吋函且函亘［叫峅》瘤》

、。。○劃剖一『画函南函唖一一一“心身

②茜ｇ｜｜画画団廐・叫吋画

句や口の②垣一両雨『函図画町ｈ１Ｈ』函哩画

一

、

句①ロゴ劃劃

印②二一一

の、●、①。
②輿今今望雪今生■胤凹何画

§
畠
■
削
目
一
圓

60,000
素
材
の
入４０,０００
荷
量

圖冒層 圖 盾炉吟、一-一 匡 冒
■■

噌
一厘随吃冒

『

０

Ｉ

Ⅱ

１

Ｊ

暦日一 雪冒鼠屑目 圖 圓20,000 層に圓一
Ｆ信一

鹿。・一画ロ一
1両一
|劃
g
哩一 層 冒胃目０

元 ２５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ 6３ ３ ４ ５
年 度

６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３

資料：木材需給報告書 や
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素材自給率の推移 ÷ 和 歌 山 県
÷ 全 国％

60.0
Ｄ

守
口
、

首

０

》

０

で

０

■
』
■

》
・
■０ ０ 日 ■

50.0

０

０

０

●

●

０

０

０

４

３

２

自
給
率

●毎Ｃ
Ｏ

９

０

Ⅱ

■ａ。
▲
■
ロ
の
■
“
■
０

乞毎一
０
“
０
０
０

●●
０
句
９
０
０

②ロロ
９
．
６
８
０

-回ロ
０
０
-
■
０

ヰヰ■
０
-
▲
■
凸
９
国
■

。“唾
０

二

■

一

■

８

口ロ申
０
-
８
●
。

●●唾
０

０

６

９

②●■
●
一
句
口
-
０
８

●●●
０
口
０
０
０

口一
■
●
＄
９
９

-Ｐ一
０
ｐ
■
０
０

口■ロ
０

０

０

０

■
申

ロロ
８
-
口
■
凸
■
凸
■

●●口
０

０

０

０

一。

1０.０ ｡ ’ ・ - ■ ■ ■ １ ̅ ‘ ・ = ’ ・ ̅ ̅ １ ． 口 ■ ･ p r - ‘ - 一
０ ０
Ｂ Ｏ Ｏ ロ ８

０ ０ p U
O O O Q

・ ・ ＝ ‘ ・ ロ ' わ - T - ̅ ロ ー 毎 ■ 弓 ‘ ・ ‘ ・ ‘ ｡ ‘ ・ ‘ ・ ・ ､ ̅ - ｡ 『 ･ ･ 司 一 一 = ｒ - ● “ Ｃ - -Ｄ Ｏ ■ ０ ０
* ０ ０ ９ ６ ０ ０ ９ ９ ０ ０
* B Ｏ Ｏ ■ ６ ０ H B D O
O e O g 凸 ０ ９ B O O
D D O O e ■ ･ 自０．０ へ

ｰ５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３
年 度

素材入荷量の内訳 素材の用途別需要量

’
平成13年平成13年 素材入荷量合計:634¥m３

本県
国産材

チップ用
(1.1%）ー～

、

（》

(単位:千m3) (単位;千m3)

資料：木材需給報告書
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２木材価格

ポイント
．木材価格は、昭和55年を境として下降しはじめた
・６２年以降は旺盛な住宅建設に支えられ、ヒノキ材を中心に上昇する
.平成3年には景気の拡大が減速する中で住宅着工戸数が大幅に落ち込み、国産
丸太価格は上昇から下降に転じた

製材用素材価格の推移（全国値）
すき中丸太
径：１４～22cm

長さ：３．６５～4.0m

示讓嘉
ひのき中丸太
径：’4～22cm

長さ：３．６５～4.0m̅ 和 談 画 凛 可 - 壷 -

m砺霜隔到1m3価格,指数

米ツガ丸太
径:３０cm以上

長さ:６.０m以上
和歌山県

而砺落脂藪
33,2001100
面了而一万
万ﾃT而ｒ訂
24,300173
22,300167
22,800169
25,500177

謡::ﾄ器
23,400170

機 :器
18,800157
19.500159
18.８００１５7
１８.５００１５６

全国

西̅回而ｒ万
爾 痂 m
28,200181
丙了回而r７F
26,700176
万両而r7F
26,300175

鍔:淵
M L @ a
214900163
21,700162

14,8001100140,100
27,600162125,６０0
3２,２００１７２1２６,０００
]３,０００１7４1２６,６００
〕0,70016925,600
28,40016323,200
29,600166123,900
27,300161122.900
14,900156122,200
24,400154122,800
13,900153121,100
l1,800149118,900
11,200147118,800
10,400146117,200
18,５００１４１１５，８００
６,５００１３７１１４,０００
１而F雪冤可王蕩需而落

弱一血元-２-３-４ｌ５ｌ６-７ｌ８-９-Ｊ刺一腿一個而一一癖

皿里塑塑“両前雨雨雨雨万万頭弱壺

伽弱一辺而而両玩而茄預一理型馴而萌詞

76,300
53,900
65.900
67,800
65.700
59,100
59,100
58.000
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製材用素材価格の推移
(昭和55年の価格を100とする指数）
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資料：農林水産統計速報一木材価格

-５６-



木材製品卸売価格の推移（全国値）
- 采 ワ 芳 定 壼

厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m
1m３価格｜指数
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ひのき正角
厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m
1m3価格｜指数

すき正角
厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m3価格Ｌ指数1m
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86,800
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２５１,５００
３５１,２００
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６５２,３００
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１０44 , 3 0 0 1
１１４４,８００１
１２４３,９００１
１３４１，９００１
１４42 , 1 0 0 1

価格;1m3当たり工場着価格

皿巧元而元元雨一旦万一氾可雨南面雨蔬

皿埋亜而雨両前一旦刀一刀元雨前前斎颪

ー

注：指数は55年の値を100として算出

製材用素材価格の推移(全国値）
昭和55年の価格を100とする指数 》》》一一一1１０

1００

9０

０

０

８

７

指
数ー

6０

5０ ● 令 ■ ■

4０
５０５５５６５７５８５９６０６１６２６３元２３．４５６７８９１０１１１２１３１４

年 度

資料：農林水産統計速報一木材価格
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３木材輸入

ポイント・平成13年の外材の素材入荷量は427千m3で、米材が88%を占める
内訳は、米材374千m3、南洋材33¥m3、その他20千m3である・昭和60年と比較すると、米材の割合が1.4ポイント増加している

・近年、フィンランド材等北欧材の輸入が増加傾向にある

外材の素材入荷量の推移
千m3

1,600

1,400

1,200

１,０００
入
荷８００
阜
學

６00

４０0

２００

０

■南洋材
回米材
□その他’

戸

一

1.0691.038 塵｢-１■

画|1陸7７ 画n画
一 一 一軋陛 到凹IILII241剛臘一凹凹||2911_E

6 ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ 1 ２ １ ３
年 次

外材の素材入荷量の内訳外材の素材入荷量の内訳
（昭和60年）

南洋材
（平成13年）

南洋材その他
ｅ

単位:千m３ 単位¥m３
資料；木材需給報告書
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４木材加工（製材工場）

ポイント
・製材工場は年々減少傾向を示している
・県内の国産材工場数は、全体の45％を占めているが、素材入荷量は29％に過ぎない
．国産材工場は、外材専用、国産材外材併用工場に較べて規模は小さい

製材工場数の推移 ロ国産･外材併用
口外材専用
口国産材専用

５０0
４５０
４００
３５O

工３００
場２５０
数２00

1５0
１００
５０
０

猫４０７４０３３９３３８９灸7負⑥寺の

1iiii赫赫
1１０

軍

剛箇
５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３

年 次

製材用動力の出力階層別工場数と消費量(平成12年次）

|■7.5～22.5口22.5̅37.5日37.5̅75口75～150D150̅300m3001ZIZ
４

四 千

．（2,79
素材消費量
(741¥m3) 鍋 麹OL:148

,5%)|:(20.0%）
１３６
１８４

癌扇導’
可 一 一̅ F 一 ら ﾐ :

、 ９ ３ .
猫1.7鋼蓉

蕊ｰ 工場数
(223工場） ■ I

0 % １ ０ % ２ ０ % ３ 0 % ４ 0 % ５ 0 M ６ ０ M ７ ０ % ８ ０ % ９ ０ % １ ０ ０ %

類型別製材工場数と入荷量（平成12年次）

’ 愚素材入荷量
(627¥m3)

１８１(28‘9%） 399（63.6%）

ｌ
Ⅱ

１６８ （30.5%） 国 魎工場数
（223工場）

6８（30.5%）101(45.3%）
６

0 % １ ０ % ２ ０ % ３ ０ % ４ ０ % ５ ０ % ６ 0 % ７ 0 % ８ 0 % ９ ０ % 1 0 0 %

資料：木材需給報告書
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５木材の流通

ポイント
・木材の流通経路は複雑多岐にわたっている
・国産材では、原木は市売市場経由が最も多く、製材品では需要者への直接販売と市売
市場経由が最も多い・外材では、原木は卸売業者、商社仕入れが流通を２分し、製材品は卸売り業者経由が
最も多い

国産材の流通経路（和歌山県）

圓
一 上

(素材） （製材品）

- ＝

｜｜’
一

一一 - 木 材 市 売 市 場 岸 畦

素材生産業者 ーー

言

森
林
所
有
者

（）需木材市売市場＝

- 木 材 セ ン タ ー ̅ 冒製
材
工
場

--

要

卸売業者
者｜一国・公共機関

木材販売業者
小売業者 --

その他
,ノ

魅 _ J ’輸入商輸入商社･製材工場
その他言’

へ

ｰ外材の流通経路（和歌山県）

伝 し

一 → Ｉ 少 抄

製

材

工

場

一

需-→|木材ｾﾝﾀ ’ー 少

|薯Ｉ -４卸売業者’’ ’ ’ 輸入商社
その他
輸入商社

’一|鵜場鼎ﾄー製材工場２１
その他４６ 製材工場
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６住宅建設

ポイント
・全国住宅着工戸数は、平成3年には、景気の低迷から急落し、前年を19.7％も下回っ
たが、平成4年以降平成6年までは順調に回復した｡.平成9年は消費税アップの関係か
ら前年比15.6％減の139万戸となり、その後は120万戸前後で推移している。

”県内住宅着工戸数も同様の推移を示したが、平成14年は平成13年と比較して2.7％減
の6,559戸となった。

住宅着工戸数と木造率の推移ロ木造■非木造
（ 全 国 ） - 木 造 率 ％
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1.800

201.600ｰ
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

２

０

８

６

１

ｉ

ｌ

住
宅
着
工
戸
数

０

400
200

０
元 ２３４５６７８９１０１１１２１３１４

年 次
5８５９６０６１６２６３

住宅着工戸数と木造率の推移
（和歌山県）
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７木材利用推進
ポイント
・木材の利用拡大を図ることは、林業生産を直接増大させ、林業振興のベースを支える
もの。

・地球に優しい循環型資源である木材の利用を推進することは、地球環境の保全という
点からも重要。

・人に優しい健康素材である木材の重要性を広く消費者にPRしていくことが必要。
・上記の理由から、平成１５年度において、紀州材需要拡大戦略、木材の利用推進に関
する指針を定め、紀州材需要の拡大を推し進めていく。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 紀 州 材 需 専 拡 大 施 策 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

-①住宅への紀州材の使隔Ｔ鰯での紀州嫁 弓｢健康･安心』紀州材製品普及促進
･関東及び京阪神での紀州材展の開催
･紀州材製品の性能表示の取り組み （》

- ② 罐 市 場 の 癖 騨 弓紀州材マーケットﾈｯﾄ整備硬暹 ’
・木材の流通形態の簡素化､近代化
・関連情報の共有化､情報の発信

-③露繧存の登及泥進弓木の国安心の住まい･乾燥紀州材支援
・県民に対する紀州材製品の普及啓発覇

州
材
の
需
要
拡
大
一

一②公共施設の木造化一④木の国ﾌﾛ亥ニク牒の撞進 -斗紀州材健康空間創造’
・県民に対する紀州材の良さをPR

斗緑の雇用担い手住宅整備｜
・紀州材等の使用により地域産業の振興

１新世紀山村居住ﾓﾃﾙ実験’・紀州材を使用した山村モデル住宅の建設
へ

ｰ1公共事業における県産品活用ｽﾃｯﾌｱｯﾌﾌﾛｼｪｸﾄ
･県産品HPの充実､PR

- ③ 間 伐 材 の 利 用 促 進 一 … 有 の … -斗木質バイオマス責源有効利用調査
・木質バイオマスの利用方法･可能性調査

１間伐材で築く紀州熊野の町並み･街道景観
・地霞対策と紀州材及び板塀等のPR

４環境林ﾊｲｵﾏｽ供給実証ﾌﾛｼｪｸﾄ
･間伐材のバイオマス資源への供給実証

一④最終消蟹者である県民
等への直接的なPR 都市公園等憩いの空間創造

間伐材を利用したベンチ等の製作､設置
紀州材販売開拓アドバイザー設置 ’

･工務店､建築士等に対する紀州材のPR
･紀州材の製品情報等のアドバイス

-６２-

現 在 実 施 中 の 施 策 体 系 平 成 １ ５ 年 度 実 施 事 業



木の国プロジェクトの推進方法

’

需零
ｰ 情 報

事務局(林業振興課）

振 興 局
(窓口）林務課

要

請 県木材利用推進協議会
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木の国プロジェクト
４』

全庁的な取り組みの強化
①プロジェクト実現のための方策検討
②公共建築物･工事等の木造化･木質化への提案
③木材使用情報の把握
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森林の総合利用

緑とのふれあい

森林・林業教育
「企業の森・労働組合の森」

「未来に託す森林づくり基葺

Ｖ
１

２

３

４

-

の森」事業

り基金」事業

ｰ ノ
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森林の総合利用
１緑とのふれあい

Ｖ

ポイント
・緑とのふれあいの場とし、植物公園緑花センターを設置し、多くの県民に利用されて
いる

，森林での自然観察等県民の利用を図るため、各種施設を整備し護摩壇山森林公園とし
てオープンした・国土保全機能と森林浴などが楽しめる保健機能を兼ね備えた生活環境保全林を整備し
ている・子供達の森林や緑に対する関心を深めるため「かしの木バンク」を設置運営している
（平成5年度から）

＜植物公園緑花センター＞

面積：１１．７ｈａ

所在地：那賀郡岩出町

主要施設：本館、ウツデイハウス、東屋、温室、水生植物園、展望台、
自然保護センター、パノラマ花壇、大広場

ー

森林：クヌギ、コナラ等の天然林

利用状況：平成14年度１１万7千人

く根来山げんきの森＞

面積 : １９５ h a

所在地：那賀郡岩出町

主要施設：バリアフリートレイル、展

森林：アカマツやコナラを中心と

利用状況：平成14年５月25日に一部エI｣

備考：「人が育てる森人を育て鼎

バリアフリートレイル、展望台げんき砦、遊歩道、駐車場、荒天避難施設

アカマツやコナラを中心とする里山林

平成14年５月25日に一部エリアをオープン
ー

｢人が育てる森人を育てる森』をコンセプトに参加・体験型の森林公園。
オープンエリア以外はボランティア参加を得て整備中。

＜護摩壇山森林公園＞

面積 !３２９h a

所在地：日高郡龍神村

主要施設：林間広場、野外ステージ、遊歩道、駐車場、観察スポット総合案内所、
シャクナゲ園

森林：ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林

利用状況：平成5年６月から平成15年3月１７万8千人

備考：県民参加のシャクナゲの森造成事業(平成6年～平成11年度)約1,500人によ
り約13haに6万6千本のシャクナゲが植栽された。

-６５-
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生活環境保全林整備状況＞
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番号 所在地 区域面積
(ha) 景観特性及び地域の特徴的な駆項

１ 和歌山市岩柵 52.90 周辺は古墳群が点在する紀伊風土配の丘特別史跡地であり､園内には､松下配含匝皇万墾埴物画などが配
置された古代文化の学習の地でもある。

２ 海南市大野中 43.30
ー ｰ ー ” ■ も レ エ ー ク 毛 ＝ グ 希 一 Ｆ ロ 刀 一 寸 ” 日 駈 閲 可 可 勺 璋 Ｇ 可 寅 ｒ ｒ Ｆ ■ ー 堅 ＝ 苣 弔 こ び - - 里 曰 ” ． ＝ ９ 一 J ＝ 祠 叩 ｇ 閏 や 巳 ０ 季 一 い ず 、 … 、 ロ ー 侭 西

島まで一望できる優れた眺田で､近陶から肪れる人も多い.また､林内には雨の大明神が祀られ､地元住民
に親しまれている。

３ 海草郡野上町
梅本 4.73 関西で唯一のススキの大草原が広がる県立自鍍公園生石高即のハイキングコースのスタート地貞に伎遷L二

季節感豊かな樹租を檀駁することで髄全で親しみあふれる森林に導いている。

４ 那賀郡岩出町
東坂本 5.00 紀泉郷県立自然公園内にあり､植物公園緑花センターに胃

た､近接する騨林公園『根来山げんきの騨』が平成14年審：
接､年間を通じて県民の皿いの増となっている｡ま.-プン予定である。

５ 那賀郡岩出町
根来 10.10

F 軸 - ０ - Ｕ 季 、 ー 一 弾 Ｊ ｑ - Ｅ 四 、 T 墨 ピ グ 可 出 夕 巴 画 ” Ｉ ピ ン 、 ̅ 曹 叩 印 画 1 塁 ヘ マ 、 丁 凹 晒 一 画 辱 冠 巳 睡 一 グ ” ･ ” 画 、 季 〃 ＝ 、 ユ ヌ 次 し

て平成14年程仮オープン予定の森林公園『根来山げんきの森｣があり､｡将来は多橡な騨林ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝが
楽しめる。

６ 那賀郡打田町
竹房 15.80 御市近郊の轟林であり南側に蹟接してJRパラグライダースクール､揃定区域内には百合山断四国八十八画

所の巡礼路があり､地域住民の迎いの増である｡又､眼下に紀ﾉ川が滝れており眺麺を栗しむ人も多い。

７ 那賀郡粉河町
中津川 34.00 ｢ハイﾗﾝﾄパーク粉河｣と一体的に蔓傭されており､展望台､野外ステージ､キャンプ増の他､地元特産晶函

売施股があり､県外からの来訪者も多い｡山頂からの関西国瞭空港方面や紀ﾉ川平野の眺めは最高。

８ 那賀郡粉河町
杉原 421.00 指定区域の晒門山山頂付近には､貴ｍな自然理境が保存されており､希少動植物の生育遍境の整備を行い

良好な自然琿境を育成している｡周辺では､ハングライダー､カヌー等のスポーツが盛んである。

９ 伊都郡か
中飯降

つらぎ町 46.00 県立『紀北冑年の寂｣内に位置し､轟林整僧や山臨エを実臆することにより､スポーツ､研修､野外活動等へ
の利用に供されるとともに山地災害を未慾に防止している。

1０ 有田郡吉備町
大箕畑 17.30

再 甲 戸 り え 画 凹 Ｐ ， ニ ー ー 雁 、 ざ 日 哩 一 ピ コ ロ ー 閏 Ｂ ｰ 壁 一 万 画 一 Ｕ

れ､森林浴やバードウオッチングが架しめる｡また､】
ラマが広がり､隣捜地のフルーツ農園ではブドウ狩↓

ﾛ円にI正迩捗皿､アスレチック湿異､皿圏、トイレが堅固さ
Ｉ上からは瀬戸内海､臭有田の山並みを-望できるパノ
も楽しめる。

1１ 有田邸吉備町
熊井 3.00 鴎接地には､町営球場､テニスコート､国民宿舎等が整傭され､周辺の森林は保健休養レクリエーション施設

として多くの人に利用されている。

1２ 有田郡広川町
下津木 6.40 広川上演広川ダムの北側斜面に位置し､ダム周辺の森林を塾備し､水麺かん養､土砂斑出防止の握能を高

めている。

1３ 日高郡美浜町
和田 40.10

一 = ■ - ̅ P ̅ ロ マ ー ー ー ワ マ ー マ ー ロ マ ヮ ー ■ Ｆ Ｄ ー タ ー ー ー マ ワ 守 口 ■ ー ｰ ■ ウ マ - ロ ー 一 ■ ー ザ 甲 ･ - 句 冗 一 マ ー マ マ ー ｡ ｰ ｰ ｰ ー … □ ー 苗 一 ご ＝ ｇ き り ー 一 ヶ 、 再 司

は藩政時代より地域住民の手で大切に育てられてきた｡日ﾉ岬や遊成寺への観光ルートにもなっていますの
で､是非ご覧あれ！

1４ 日高郡日高町
産湯 11.60 自盤とのふれあいをｍ視し､四季折々の樹木を楽しめるエリアを周遊する散箪遊が竪傭されており､隣接の

西山ﾋｸﾆｯｸ緑地からの眺望は絶景｡また､山頂からハングライダーを楽しむ人も見られる。

1５ 日高邸川辺町
南山 13.50 川辺町南山運動公園を取り巻くように設置され､スポーツ､研修､レクリエーションに唖しむ人々の休養林とし

て親しまれている。

1６ 日高郡中津村
船津 17.00 楳高537.9mの飯盛山中腹部の騨林が整備され､簡単な登山と緯林浴が同時に楽しめる｡村内にはゴルフ増

やテニスコート､キャンプ堀が整備されている。

1７ 日高郡美山村
初湯川 5.80 浴が楽しめる｡また､椿山半島にかかる全長2mmの吊り櫓､フジ樹で有名なリフレッシュみや家の里も併せて

楽しめる。

1８ 日高郡龍神村
五百原 100.00

ー 一 ー ー 冗 一 ■ ー ー 一 G ｍ - ■ ■ ｰ ～ ー 一 口 ー ■ I ■ ■ 一 一 も ー 一 ■ ､ ＝ 句 一 一 一 一 両 グ

ッジ等が自生する｡近走する高野飽神スカイラインは､北に高野山、
いる。

一 寺 ＝ グ ー ＝ ■ ■ ■ 写 一 面 ■ 一 ■ タ ケ ” 、 ■ ク プ ー グ

南に､Ⅱ神翌泉を随し､観光ルートとなって

1９ 田辺市秋津川 8.90 市街地周辺の騨林を地域住民のニーズにあった多目的機能をもつ｢水源の森｣｢保健休養の森｣として総合的
に整働し､保安林機能の雄持･向上を図っている。

2０ 西牟婁郡
白浜町平草原 14.00 白浜観光地へ線く白浜スカイライン沿いに位置し､付近には紀州博物釦がある｡林内には起伏に富むamの

ﾌｧﾐﾘｰﾄﾘﾑコースが段置され､地域住民の体づくりの森として親しまれている。

2１ 西牟婁邸
串本町潮岬 25.00 本州最南曙に位置し､林相は黒潮の影審で咀帯照葉樹林を形成している｡『ふれあいの漁｣rいこいの森｣『学

習の森｣｢野鳥の嵐｣などが股置されている。

2２ 東牟婁郡
本宮町向山 75.00 繍野川沿いに広がる自然林.林内には修験道信仰の熊野臭駆動が走り､熊野僧仰の史跡が点在する｡周辺

には､本官沮泉郷､本宮大社､瀞八丁等をひかえ､年間最多の観光客が肪れる。

2３ 東牟婁郡
古座川町洞尾 16.00 天館配念物｢一枚圏』を中心とする川辺の奇岩景賜地で､上識には桜の名所『七川ダム｣があり､四季を通じ

て観光客が多い｡紀伊半島南鐺の主要な観光地のひとつである。

2４ 東牟婁郡
古座川町佐田 40.00 七川ダムを中心とした周辺は､全国桜百週に週ばれた桜の名所として有名である｡その桜を中心として整僅を

行っており､四季を通じて自然が楽しめる。

2５ 東牟璽郡
古座町伊串 7,70 地域内には､弘達大師ゆかりの神王寺があり､頂上付近からの眺望はすばらしいものがある｡整備することに

より町民､近郊の人々や観光客の保健休養の増となっている。

2６ 東牟婁郡熊野川
町玉低ロ 21.50 吉野腱毎国命公団の代表的観光地である瀞八丁の入り口に位回する｡桜_紅葉を中心に壷林改良が行われ

四季を通じて目醸が楽しめる。

2７ 東牟婁郡那智勝
浦町大野 14.00 周辺には､全図姻樹祭跡地や館野那智大社などがあり､地域を整儀したことにより那智閣浦町山間部の一体

的な観光地､付近の人々や旅行客の保健休饗の場となっている。



生活環境保全林位置図

商
大阪府

棚本市町亜粉河町

ｇか
つ
ら
ぎ
町

蝋
町

し僻）
出

今町

『『『

ず 蝋出
'言、

和歌lll市

⑪ 高野町志Ｉ志川
#kllＩ

０

１

ｊ

野上町心
美里町海南市

＝ ② 花園村日 花
(3)下津町⑤ｰ

商
個
町

消水町ｲ『田市 奈良県金歴町
町

砿｡

̅
(秘．

" l l j H災llj村広川町 ⑯
中津村

由良町Ⅷ ⑰⑰ 北山村
、

剛神村剛日あ町
哩罰『 町皿⑮

』J１
御
坊 碑碑⑮ｋ

奨浜町

印南町ノ刷部川村剛部川村 ⑳

本官町

⑳

本官町
三重県

中辺酪町
雨
師雨師
町

⑲

、辺ｉIf

⑲

辺ｉIf
熊野熊野川町

大塒甘 斬商市『i間
Ｗ / 上 富 田上富田町

ｰ ⑳ し

郎智賜禰町
＠．串可白浜町 ⑳

古座川町
日殴川町

も

寸・さみ町寸・さみ町 太地町古唖古唖町⑳⑳
⑳串本町

究 玖

f気ン

-６７-



＜財団法人和歌山県緑化推進会(理事長：農林水産部長)＞

〔沿革〕平成4年３月に設立。
平成8年３月に”緑の募金法(通称、平成7年制定)”により、緑の募金に係る業務を
行う団体の指定を受ける。

〔目的〕和歌山県における緑化事業の推進と緑化思想の高揚を図ること、及び｢緑の募金」
を推進することにより、緑豊かな県土づくりに寄与することを目的としています。

〔組織〕理事２４名（内理事長1名、副理事長1名、常務理事1名）
評 議 員 会 １ ５ 名
運営協議会委員１２名
監 事 ２ 名 （ 事 務 局 ： 和 歌 山 県 庁 隆 林 水 産 部 森 林 整 備 課 内 ）

内容〕〔活動 -家庭や職場、学校などを通じて募金をお願いしています。

集められた浄財は、地域や街の緑化推進、ボランティアの皆
さんによる森林の整備、（社)国土緑化推進機構を通じて国際
協力などに使われています(詳細は次ページに）

緑の募金
■

④-毎年琢月29日のみどりの日を中心に県下各地で｢森づくりイ
ベント｣を実施しています。また、子供達が集めたドングリを
苗木と交換する｢かしの木バンク｣の運営も行っています。

緑化啓発普及

近年、森林整備のボランティアが県下各地で増加していま
す。その活動や育成に対して支援を行っています。また、緑
化樹苗の配布も行っています。

緑化森林整備

県下に35団体(団員数2,279人)ある子供達の森林ボランティ
ア組織｢みどりの少年団｣の育成に対して支援を行っていま
す。

みどりの少年団育成

〔活動状況〕 ボランティアによる森づくり

函- ‘
尖 -

-イ

募金事業(例:学校緑化）募金活動(街頭募金）

-６８-



＜緑の募金＞
『緑の募金｣は平成7年に制定された『緑の募金による森林整備等の推進に関する法律』
（通称『緑の基金法｣といいます。）に基づき実施しています。平成14年は、県民の皆
様から総額24,684千円の浄財をいただき、県内各地で緑化事業に取り組みました。

○募金運動強調期間
年に２回募金強調期間を設け、緑の募金の意義等の啓発活動に取り組んでいます。
〔春季〕４月１日～５月31日〔秋季〕９月１日～10月31日

○

金額は単位：千円
順位は全国都道府県別募金額の順位

１
２

＊
＊

○ 薯！
ｰ

○募金の使途
１．県内の各地域や街、学校などの緑化の推進
２．ボランティアのみなさんによる森林の整備
３．（社)国土緑化推進機構を通じて国際協力

○平成13年度の募金使途
口 地 域 の 緑 化 7 , 3 1 1 千 円
口 学 校 緑 化 2 , 1 9 1 千 円
口 国 際 協 力 等 1 , 2 3 2 千 円
ロホ・ﾗﾝﾃｨｱによる森林整備4,251千円
口 募 金 資 材 2 , 6 3 5 千 円
口 推 進 活 動 1 , 8 3 9 千 円

Ｏ『緑の募金事業｣の公募
学校や団体が行う緑化活動に対して、緑の

ｰ

学校や団体が行う緑化活動に対して、緑の募金から交付金による助成を行っていま
す。対象となる事業は、「公共施設等の緑化｣｢学校の緑化｣｢地域住民が利用することを目
的とした森林整備｣｢地域住民、学校が緑化推進を目的として行うイベント｣等で、毎年７
月頃募集を行い、「緑の募金運営協議会｣の審査により交付金の支出を決定しています。
詳細については(財)和歌山県緑化推進会(073-441-2973)もしくは各振興局林務課内にあ
る地方緑化推進会にお問い合せ下さい。

-６９-

年Z Ｆｐ
ｂ 和歌山県 対前年比 順位 全国 対前年比

H1i 20,490 99.6 4４ 24億17,910 107.0
H1{ 24,420 119.2 3９ 24億25,836 100.3
H1』 24.684 1０１.１ 3９ 24億56,664 101.3

本県の募金額 比率 全国の募金額 全国の比率
家庭募金 14,612 59.2 1‘２５９， 766 ,４９３ 5１．３
街頭募金 589 ２４ 84.2』 3． Ｉ5３ ３４
… 4 日 置 全 3.495 ４２ 303,9 3２， ４
命 輩 軍 令 3.730 ５１ 289,2 34,684 １８
学校募金 2.055 ８３ 185.5 )3.243 ７６
そ の 他 203 ０８ 333.923.937 1３ ６
合 計 24.684 10０ ０ 2,456.664,341 100 ０



＜かしの木バンク＞

カシの木などのドングリをお金にみたてて貯金してもらい、ドングリ100個または200個
あたり苗木1本を払い戻す銀行である。
払い戻された苗木は、学校や地域の緑化、森づくりなどに役立てられている。
また、ボランティアによる森づくりや、貯金されたドングリの融資も行う。

《受付期間》

苗 木 払 戻 期 間
ドングリ融資期間

３月１日～３月31日
12月１日～３月31日

《実績》

融一噛 資一“配布苗木
（本）

年度 森つくり受爾一耐一測一班一噸一硴一知一報一蝿

付̅個薮

716,2
296,3
441,6
044,8
024,8
676,3
344,7
751,9
633,0
弱5g̅T

ｅ２，１０５
４,０６４
２，４１６
２，３２３
２,８７３
１，０８１
９４５

１．２８４
２，０５７
１，１０８

２０．２５６

如一鯛一卯一鮒一帥萠一万一叩一船一泥

埋陥而而而而一皿皿皿幽計
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２森林・林業教室

ポイント
・平成5年、森林の大切さとそれを支えてきた林業について理解を深めてもらおうと、
次代を担う子供達を対象に、林業研究グループの会員が体験型の森林・林業教室を
開催する｢森林からのメッセージ運動｣を行ったことに端を発し、和歌山県では全国
に先駆けて｢森林・林業教室｣を開催している

・内容は森林のはたらきや林業の話を中心に、それぞれの地域で工夫を凝らしている
・これまでの実績は延べ430校、23,760名に及ぶ

＜開催実績＞

霊一陥一陥一叩一舶一朋一Ⅷ

備 考
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

県単独》’８刀“｜“妬一“
》｜辨岬一恥一獅錘一秘

″
一
″
｜
″
｜
″
｜
″

ＦＩＬｰ

一

H1１ ３，６９２
※１（1.829）

４８
※１（４）

〃

2,2401国庫補助
2,6111〃

H１２
Ⅱ■■■■■■■■

H1３
弘一“

H1４ ６６
※２（１）

３，３４９
※２(700)

〃

合計|４３0 23,760
※１（）は南紀熊野体験博関連のイペント時開催分、内数
※２（）は農林水産フェア開催分、内数

森林｡林業教室月別実施校数(枝）
(平成14年度）０

８

６

４

２

０

８

６

４

２

０

２

１

１

１

１

１

イ 、

ｰ 季
皐
皐
牟
牟
象
牟
牟
象
象

1３

１１

李
牟
牟
象
皐
象-卒 ３

午
牟Ｏ

ウ

０ ０

４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

資料：林業振興課業務資料

-７１-



３「企業の森・労働組合の森」事業

ポイ ン ト
，京都議定書の批准を踏まえ､二酸化炭素の吸収源である森林の保全や整備は地球温暖化
防止の観点からその重要性が高まっている。

国や県の取り組みだけでなく企業や労働組合など多様な主体による森林資源の保全や整備
のための仕組み創りが必要である。

･県では､県民とともに世界遺産の森林､和歌山の森林づくりに参加していただける企業･労
働組合を求め､｢企業の森･労働組合の森｣事業を展開している。

（》Ｉ
凪

企業の森･労働組合の森口

市町村

一一黒 鎮 （》
雇用の創出

地域の活性化
環境保全活動

森林整備ボランティア

且
森林組合等に
対する委託

-７２-

’ 世界遺産の地･和歌山で森林創出を！

経営者

企業の社会貢献ﾌィールド

CO2吸収源のフィールド

従業員･組合

森林と環境との関わりを
体験･学習

組合員のための
レクリエーションの場



４「未来に託す森林づくり基金」事業
ポイント

豊かな自然を活用し、記念植樹等を通じた都市と地方、世代間の交流促進と地域
の活性化を図る

’’ 未来に託す森林づくり基金(緑の孫基金)事業

’’ 事業主体:和歌山県
事業年度:H15～17年度

多様な森林整備の必要性事 業 目 的
ｰ 孫子の代まで健全な森林環境を保つという趣旨のもと､孫、

子供の誕生､成人､結婚等の記念や森林環境に賛同する
方々から募金を募り､記念植樹を通じて､環境保全意議の高
揚､都市住民等との交流､地域の活性化等を図る。

①公共事業に頼らない森林づくり
②都市と山村との交流(心のふるさと）
④森林整備に対する都市住民･企業の理解度の向上
⑤次世代に託す｢百年の森｣の創造

９-_̅＠
未来に託す森林づくり基金

（緑の孫基金）-目標3000万円一拠出金

補助金 （財)和歌山県
緑化推進会

一基金請立･フィールド管理一

ｰ

効 果 ヨ

①森林整備に参加する意識を醸成
いを重複させる相乗効果が得られる

③環境税にも通ずる負担意識の醸成
④和歌山県をその先進県として全国に発信できる
⑤森林資源を通じた｢都市｣と｢地方｣の交流を創出できる

／ 、

-７３-
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第 ２ 山 村 編

山村過疎地域図

Ｉ山村・過疎地域

ｰ

山村・過疎地域

人口動態

山村の年齢別人口の動き

「紀州・山の日」
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和歌山県振興山村･過疎｡特定農山村地域図
大阪府
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岩
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1１１
桃
山
町

R志111町貝悲Ｉ D振興山村地域
E]特定農山村地域
＝三弓過疎地域

野
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太地町

山村地域一覧表
櫓定
番号

２期
週定年

３期
週定年

新山掻
還定年Z

五期
亜宮年樋定年度 市町*＃ 旧 市 町 村

#影川町 鹿池町、畷挿肴了三尾
jﾘI村.七川村.小jⅡ村
川上幹、寒川村

４ ４
卿1,3.31）

ｰ
ｊＯ２

１

２

４

１１４Ｉ

諏
町
村

宮
津

本
中 船藩衞冒̅刑i甲詞

花 藷
４Ｚ

《42‘12‘１５）
金顔町 石埋材．塩倉村

面雨宇蒼亙凍FZ i r
田原村

大塔村
一

古座町

ｊＯ２
口

３

２

４

１３４ｔ
阻智腸浦町
中迩囲町

色101村．太田村
墨価川村．二川村心近

綴原-両面育一
空山跨村、下山路村
八柑村､安降付○五

N薗示-面雨〒画言
村、
畏誰題療材

423 4Ｂ 艶 １２

班神村 ’５424 4９ 民届 １２

蒜一岬 ３ １１４Ｚ５ 棚
一
組

５５

■ 426

過疎地域一覧表
「蚕宗琵辰司一一》》》刃２

４
９
画

４

１４４１
膝肝川町

需
5６ ４０１１

罰Ｚ

卵
弱 市 町 村 一 名

美里町、高野町、花園村、金屋町、消水町、中津村、美山村、
寵神村、中辺路町、大塔村、日置川町、すさみ町、串本町、古
座町、古座川町､熊野川町、本宮町、北山村
九度山町

１９町村

５６

扉

７

脇一Ｍ
６
崖
６ 棚春田辺市 平成12年度

釦
弱 印斎 Ⅶ一

ｊ４２

５

２

４

１５４Ｉ 平成14年度
一

計５１
罰

冥妻村
貢言百軒〒ﾖﾋ百百再
生良材

白流町，
壷 而 庁

６

参 考
特定農山村地域は、和歌山市、海南市、岩出町、日高町、美浜
町、太地町を除く44市町村
御坊市(旧名田村)、白浜町(旧北富田村、旧東冨田村)は一部指定

CＯ
４６

〔47.2画23）
新宮砺
一

粉 河 町
「1と;Ｒ刮

鞆涜村
桃山町
毒 示

４７
(48.3_罰

川辺町 早蘇村．丹生村 １-肌１１ ５２ 5９ ７

器蔬畷蔬壼壼
なお、県内の山村地域は33市町村70地域で、橋本市の壷野．かつらぎ町の四郷と天

野、九度山町の河根、広川町の津木が遡加される。

-７５-



Ｉ山村。過疎地域
１山村・過疎地域

ポイント
｢振興山村地域」は､昭和40年に制定された山村振興法に基づく山村の要件を備

えた地域（旧市町村）をもつ県下33市町村70地域のうち近畿圏整備法で指定された４
市町5地域を除き、２９市町村65地域が指定されている。県総面積の約63％を占める
が、県の総人口に対する比率は6.4％である。一方、「過疎地域」は、人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下
し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域で、県内
の過疎地域は過疎地域自立促進特別措置法に基づき19町村が公示されている。県総
面積の約58％を占め、県の総人口に占める比率は8.4％である。

和歌山県の過疎町村及び振興山村の概要

(旧町村数）
市町村数

林野面積
(ha)

総人口
（人）

総面積
(ha)

へ

ｰ
備考区 分

過 疎 町 村 274,438 249,718 89,5961９

(65）
２９ 68,577振興山村地域 295,654 271,657

全 県 1,069,9125０ 472,504 362,824

噌塵一≦県 68.8％ 8.4％58.1％

逼塞山試≦県 6.4％62.6％ 74.9％
定住促進課資料(注)平成12年国勢調査、2000年農林業センサス、

過疎町村の要件
（１）人口要件（以下のいずれかに該当すること）

①昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が30%以上であること。
②昭和40年～平成12年までの35年間のム旦遮坐至が25％以上で、かつ
平成12年の高齢者比奉(65歳以上)が24％以上。

③昭和40年～平成12年までの35年間の人旦渡坐室が25%以上で、かつ
平成12年の若年者比塞(15歳以上30歳未満)が15%以下であること。
＊ただし、①②③の場合、昭和50年～平成12年の25年間で10%以上人口増加している
団体は除く。

④昭和50年～平成12年までの25年間の人口減少率が19％以上であること。

（》

(2)財政力要件
平成10年度から平成12年度の3ケ年平均の駐玖力遁数が0.42以下であり、
かつ、公営競技収益が13億円以下であること。

(3)町村単位

山村の要件
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満
・交通、通信、産業基盤、生活環境に関する施設等の整備が不十分であること
・旧町村単位

-７６-



２人口動態

ポイント
人口の動向をみると、我国における昭和30年代からの高度経済成長に伴う大都市

圏への人口集中の影響を受け、本県においても人口増加率は極めて低い水準にあっ
たが、昭和60年をピークとして近年は漸減傾向にある。
このような中にあって、本県の振興山村・過疎地域では昭和35年から昭和45年の

１0年間に急激な人口減少がみられ、その後人ロ減少は鈍化傾向にあるものの依然と
して今なお若年層を中心に人口減少が続き、かつての人口の約50％となっている。

過疎町村及び振興山村と全県の人口

実 数 (人）
地 域 別

平成2年 平成12年4５ 5０ 5５ 6０ 平成7年昭和35年 4０ｰ

全 県 1,069,9121,026,975 1,042.736 1,072,118 1,087,012 1,087,206 1,074,325 1,080,4351,002,191

過疎町村 105,615 89,596164,532 144,631 125,808 118,461 111.951 99,516 94,793

振興山村 83.299 68,577113,136 97.019 89,068 78,942 73,698 71,593132,401

-

減増 率 (％）
地 域 別

40～4５ 45～5０ 50～5５ 55～6０ 60～H２ H2～H７ S35～H1２35～40年 H7～H1２
１ １ １

全 県 2.8 △１２ 6.82.5 1.5 1.4 ０.０ 0.6 △１．０

過疎町村 △１２．１ △１３．０ △５．８ △５．５ △５．７ △５．８ △４．７ △５．５ △４５．５
ー

振興山村 △１４．６ △１４．２ △８．２ △６．５ △５．２ △６-６ △４８．２△２．９ △４．２

(注)△は減少を示す

資料：平成12年国勢調査、山村カード及び定住促進課資料推計

-７７-



３山村の年齢別人口の動き

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に30％台で

あったものが、現在では10％台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30％を超える地域もあり、急激に高齢化が進

行している。

山村地域の年齢構成の推移
132,401

1１３，１３６

､97,019 （人） （）89,068 ●

83.229 78,942 73,698 71,59368,577

１00％
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(18.31｢(Z砺）90％ (24.6）
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ご(20息8)｢(20.6)「１１80％
ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■(24.9)|(25.2）

’ 一 人 口 ’70％
(31.2）

(31.7） 、

畦蛎轤輯嫁

才
一
-
-
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５
５
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５
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６
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３
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０
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■

口

回

国

輌輌■『-１■r-，■｜「■(30.0）60％
■■｜ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ，｜｜(27.5） (23.7）構

成
比

冒昌郷､目(２０刀 ｅ50％

_(16.2)Ｌﾛ■■-１１■(18.7)ｒ(18.7）

忌賜1口鰯餅鱗鯉40%

■'１１30％
(16.5） (15.0）’'一|‘｜旦｜Ｉ目ｎｌ- (142） (14.3)ｎ■■20％

(31.4)’（31.3）
ｇ■_(25.叫(24.7)Ｈ四一■-ｍＩＨ一ﾛｰﾄ̅刊｢-１割醐画圃煽

１０％
’'’１１

0% 35年４０年４５年５０年５５年６０年H２年H7年H12年

資料：山村カード及び定住促進課資料推計
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４「紀州・山の日」

ポイント
和歌山県では11月7日を「紀州・山の日』と定め、県民のみなさまに森林の恵みや

それを支えてきた山村に対する理解を関心を深めていただくため、さまざまな取り組
みを行っている。

〔趣旨〕

和歌山県は昔から「木の国」といわれるように、広大な森林に覆われ、渓谷・清流・温
泉など豊かな自然資源に恵まれている。
このような森林・山村は、水黄源のかん養をはじめ、国土保全や環境保全、保健休養の

場の提供などさまざまな公益的機能を発揮しており、こうした役割に対する国民の関心も
高まってきている。

しかしながら、今日まで山を守り、育て、支えてきた山村地域では、過疎化や高齢化が
進行し、地域の活力が低下するとともに林業の不振や担い手不足等から森林・農地等の適
正な維持管理が困難になりつつある。今後もこのような状態が続けば、さらに山村集落が
衰退し、山の荒廃を招きかねない。
こうしたことから、県民の皆様に改めて森林の恵みとそれを支えてきた山村に対する理

解と関心を深めていただき、感謝の心を育むとともに、人と山が共生する豊かな森林・山
村づくりに向けての普及・啓発を行うため、１１月7日を「紀州・山の日」と定めている。

ｰ

〔11月７日を「紀州・山の日」とした理由〕

古来から、紀州の山村では旧暦11月7日に山の神をまつり、山の恵みに感謝し、山仕事の
無事と山の繁栄を祈願する「山祭り」が受け継がれている。

「紀州・山の日」の制定の趣旨を広く県民全体に理解していただくため、１１月7日を選定
した。

〔事業等の実施〕
「紀州・山の日」の趣旨を普及・啓発す

(1)ポスター・パンフレット・県民の友
による広報

(2)記念事業の実施
・普及啓発イベントの開催
・作品コンクールの実施
・山村公営宿泊施設への無料招待募集
・マスコットキャラクター作成と愛称
公募

(3)市町村等関連イベントの実施

の趣旨を普及・啓発するため、次のような事業を実施している。
ｰ

乏窒城戸Ｅ
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〔普及啓発イペント実績〕

平成１４年度
県外イベント･県内イペントに分けて実施

■県外イベント
①ロケーション･アンテナショップ出展
実施日平成１４年10月20日（日)10:OO～16:OO
場 所 J R 新 長田駅前広場
内容「紀州･山の日｣啓発用パンフレット及び啓発グッズ配布(450人）

山村宿泊無料招待応募受付（１６２人）
②果樹ある王国和歌山･グルメピァ出展
実施日平成１４年１１月６日(水)～１１日（月)10:OO～18:OO
場 所 三 越 ･ 銀 座 店
内容「紀州･山の日｣啓発用パンフレット及び啓発グッズ配布(2,250人）

紀州備長炭配布(500人)、山村宿泊無料招待応募受付(135人）
リース作り教室(29人）

■県内イベント
①紀北ﾌﾛｯｸA(海草･那賀ﾌﾛｯｸ）
『草木染め教室』(県農林水産品フェア参画）
実施日平成１４年１１月２３日(土)～２４日（日）
場所和歌山マリーナシティ
内容草木染め教室(100人）

山村宿泊無料招待応募受付(682人）
「紀州･山の日｣啓発用パンフレット及び啓発用グッズ配布(700人）

②紀北ﾌﾛｯｸB(伊都ブロック）
『木工教室』(紀ﾉ川高野ルネッサンス事業『伊都いいとこﾌｪｽﾀ｣参画）
実施日平成１４年10月12日(土）
場 所 県 立 橋 本 体 育 館
内容木工教室(36人)、ウッドバーニング(30人）

③紀南ﾌﾛｯｸA(西牟婁ﾌﾛｯｸ）
『｢紀州･山の日｣普及啓発キャラバン』
実施日平成１４年１１月３日(日)～９日(土）
場 所 西 牟 婁 管 内
内容「紀州･山の日｣啓発用チラシ･紀州備長炭･ポケットティッシュ

携帯用絆創膏配布(1,OOO人）
④紀南ブロックB(東牟婁ブロック）
『じゃばらで邪を払うツアー』
実施日平成１４年１２月１日（日）
場 所 北 山 村
内容じゃばら狩り､じゃばらジャム作り(39名）

色

／）
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山村地域の産業

産業別就業人口

山村地域の森林及び林家数等

山村地域の農家数及び耕地面積等

ふるさと産品一覧表

工業の現況

山村観光客の推移及び宿泊施設数

生活環境（道路現況）
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Ⅱ山村地域の産業
１産業別就業人口

準茜緋過疎地域は､急峻な森林で覆われ平坦地が極めて少なく､_般的に生崖基盤
の整備が困難である。

・山村・過疎地域の就業人口は、県就業人口の約7%である。
・山村・過疎地域における第一次産業就業人口の割合は、昭和40年60％であったのに
対し、平成12年には25％に満たなくなった。

( 山 村 ）

’
Ｉ名 １

１

１

１

１

１

１

''6.3%’

一一画一面一一斗一一一一四ＩⅧｒ｜に‘・Ｉ-ｌ銅--１
・一画

一幽圃蝋唖一唖一画
。’

27-1％40年
ー 20_6%I 32.3％47.1％４５年

(49,254人）
５０年

(41,442人）
５５年

(40,669人）
６０年

(37,984人）
H２年

(34,893人）

(35,68択予
H12年

(37,010人）

'41.2%’ '23.1％ 35.7％

40.4％22.9%’

’
- ー

'34.5％ '24.3%’ 41-2％
00

’匪那’ '25.6%’ 46.1％

'25.7%’ ’ 46.6％27.7％

ll'24.4%’ ’24-4％ 52.6％52.6％22.9％
一 〆〆 〆 〆〆

|■第一次産業ロ第二次産業ロ第三次産業’
( 全 県 ）

ｰ
０ L／Ｉ １

P1 I

師矧 ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

-

１

１

-

剛一画一一一一 43.0％27.0%４0年
(481,181人）

４５年
(551,565人）

５０年
(487,213人）

５５年
(598,76縦
(495,739人）

H２年
(501,431人）

H7年
(518,212人）

H１2年
(495,294人）

’'31.2％ 46.6％

唖 30.9%| 51.2％

’ ’’29.7％ ’ 54.2％16.1％

''5.0%｜’ '28.3％ Ｉ 56.7％
Ｆ

鱈
T Z 7 % I I m m 1
11 . 7% | ’匹皿一 ’
' 0 . 6 % ' ’ - - 函 ’

'29.1%’ 58.2％

'11.7%’ 四囲 59.9％

26.7%｜
■■■■■旨 1１62.7％62.7％

ンI 〆 〆 〆 〆 〆

(注)５５．５６．２年の全県の就業人口は職種不明分を含まない
平成12年国勢調査、山村カード及び定住促進課資料推計
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２山村地域の森林及び林家数等

ポイント
・山村地域の森林面積は271,657haで、全県の森林面積の74.9%と大部分を占める
。保有山林規模別林家数は山村地域では1～3haの保有規模が最も多いが、構成比は全
県に比べて低い

山村林業の地位

地域別 山村地区(A) 全 県 ( B ) (A)/(B)%種別
林 野 面 積 ( h a ) 271,657 362,824 74.9

林 家 戸 数 （ 戸 ） 5,129 1４,０１６ 36.6 （）
資料：2000年農林業センサス

保有山林規模別林家数

林 家 数

保有規模 山村地域(戸） 構成比(％）構成比(％） 全 県 ( 戸 ）

１～３ha未満 2,285 44.6 7,586 54.1 30.1

３～５ha未満 925 18.0 16.52,318 39.9

５～１０ha未満 937 18.3 2,042 1４．６ 45.9 ≦
１０～２０ha未満 570 8.11１．１ 1，１３６ 50.2

２０～３０ha未満 174 2.53.4 350 49.7

３０～５0ha未満 124 2.12.4 290 42.8

５０～100ha未満 6６ 1.21.3 1６３ 40.5

1 0 0 h a 以上 4８ 0.9 36.6０.９ 1３１

計 5,129 100.0 36.6100.0 14,016

資料：2000年農林業センサス
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３山村地域の農家数及び耕地面積等

農業就業人口 上段：性別内構成比
下段：合計構成比

､ -

Ｉ

注）販売農家(経営耕地面積30a以上又は農産物販売金額50万円以上)のみの数値

農 家 戸 数

- ／

注）販売農家(経営耕地面積30a以上又は農産物販売金額50万円以上)のみの数値

耕 地 面 積

-８３-

区分 合計
男

計 15～29才 30～59才 60才以上

女

計 15～29才 30～59才 60才以上

山村地域
実 数

構成比

7,492

100.0

3,306
(100.0）

44.1

215
(6.5）
2.9

597
(18.1）

8.0

2,494
(75.4）
33.3

4,186
(100.0)

55.9

154
(3.7）
2.1

1,329
(31.7）
17.7

2,703
(64.6）
36.1

その他の
地域

実 数

構成比

50,789

100.0

22,734
(100.0）

44.8

2,248
(9.9）
4.4

6,676
(29.4）
1３．１

13,810
(60.7）
27.2

28,055
(100.0)

55.2

1,338
(4.8）
2.6

12,248
(43.7）
24.1

14,469
(51.6）
28.5

県計
実 数

構成比

58,281

100.0

26,040
(100.0）

44.7

2,463
(9.5）
4.2

7,273
(27.9）
1２．５

16,304
(62.6）
28.0

32,241
(100.0）

55.3

1,492
(4.6）
2-6

13,577
(42.1）
23.3

17,172
(53.3）
29.5

》
12.9 1２．７ 8.7 8.2 1５．３ 1３．０ 10.3 9.8 15.7

区 分 販 売 農 家 数 専 業 １ 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数
構成比

4,511
100.0

1,386

30.7

699

15.5

2,426

53.8

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

24,170
100.0

7,263

30.0

5,392

22.3
11,515
47.6

県 合 計
実 数
構成比

28,681

100.0

8,649

30.2

6,091

21.2

13,941

48.6

山村地域／県合計 15.7 1６．０ 11.5 17.4

区 分 計 田 畑 樹 木 園

山 村 地 域
実 数
構成比

4,983
100.0

2,182
43.8

544
10.9

2,257

45.3

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

32,167
100.0

10,018
3１．１

1,706
5.3

20,443
63.6

県 合 計
実 数
構成比

37,150
100.0

1２,２００
32.8

2,250
6.1

22,700
6１．１



Ｉ

１

｜と産品一覧表 平成15年３月現在

Ｑ

）
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地域名 中核産品。 その他産品

野 上 町 野上田舎コンニャク よもぎもち 味噌製品 綜棚製品
。
。
⑨
●
●
●
中
一

果樹
美 里 町 柿 山椒 自然薯 梅
桃 山 町 緑化木 スモモ 梅 アマゴ
粉 河 町 柿 高冷地野菜 ナンテン コンニャク 栗
橋 本 市 柿 水稲 キノコ

寺
●
Ｇ
Ｃ
Ｃ
■
●
ｅ
と

花卉 梅
かつらぎ町 串柿 高原野菜 キノコ

■
申
、
●
●
■
■
一

花卉 木材･木製品等
九 度 山 町 柿 桃 花木

●
●
ｂ
■
■
●
●
合

炭 鮎
高 野 町 高野マキ ﾐョウガ 高冷地野菜

ゆ
。ｅ
●
■
■
●
●

葉ﾀバコ 花卉
花 園 村 キノコ 花木 ワサビ 高原野菜 加工山菜
広 川 町 花木 潟州ﾐカン シシトウ 黒竹 花卉
金 屋 町 花卉 果樹 椎茸 野菜 山菜
清 水 町 農産物加工品 山椒 高冷地野菜 花卉 林産加工品
川 辺 町 花卉 野菜 備長炭 花木 果樹
中 津 村 備長炭 梅 ホロホロ鳥 花卉 八朔柑
美 山 村 椎茸 花木 梅 ワサビ 栗
龍 神 村 梅 花木 木工品

■
●
■
●
●
●
●
由

畑ワサビ ピーマン
印 南 町 千両 ワサビ 山菜

●
●
■
■
●
●
●
全

花卉 梅
南 部 川 村 木炭 梅 柑橘類 豆類 キャベツ
田 辺 市 梅 花卉 備長炭 ﾐカン スモモ

白 浜 町 梅 花卉 味噌 レタス 豆
上 富 田 町 梅 ﾐカン スモモ 味噌 花卉
中 辺 路 町 木材 花木 椎茸 木炭 梅
大 塔 村 木炭 梅 シシトウ シメジ 地鶏
日 置 川 町 梅

申
巾
①
●
●
●
・
竿
■

野菜 備長炭 川添茶
■
■
①
旬
母
●
■
曲

花卉
すさみ町 梅 ｲノブタ 木炭 花卉

■
■
■
、
。
■
ｇ
ｅ

レタス
串 本 町 花木 花卉 農林産物加工品 水産物加工品

Ｐ
Ｇ
、
■
●
●
●
●

果樹
新 宮 市 天台烏薬 高菜漬け イチゴ 栗

■ｃ
Ｇｅ
●争●●

熊野牛
那智勝浦町 茶 イチゴ 農林産物加工品 ;
古 座 町 果樹 花卉 林産加工品 花木

で
■
●
Ｂ
ｅ
ｅ
●
Ｑ
“

水２E加工品
古 座 川 町 ユズ 野菜 椎茸 花木

の
●
Ｂ
●
■
●
●
●

千両
熊 野 川 町 黒潮イチゴ ユズ 農林産物加工品 花木

●
▲
守
口
●
印
由
Ｐ

紀州地鶏
本 宮 町 茶 野菜加工 木炭 小径木加工

■
凸
■
●
ｅ
ｇ
ｇ
０
“
熊野牛及び乳製品

北 山 村 ジャバラ 一 一



５工業の状況

(単位：人・％）

ーノ

(注）エ業統計調査結果報告書(H12)及び定住促進課資料推計による

ｰ 〆

-８５-

区 分
振興山村地域

実 数 樋成比

その他の地域

実 数 構成比

県 合 計

実 数 構成比

山村地域

県合計

木 材 ・ 木 工
事業所数

従業者数

8８

495

22.1

1５．１

394

4,428

15.1

7.9

482

4,923

16.0

8.3

18.3

1０.１

縫製・繊維
事業所数

従業者数

1０１

769

25.3

23.4

615

9,697

23.5

17.2

716

10,466

23.8

17.6

14.1

7.3

食 料 品
事業所数

従業者数

7０

616

17.5

1８．８

513

9,946

19.6

17.7

583

10,562

19.4

17.7

12.0

5.8

機械・金属
事業所数

従業者数

5６

622

1４．０

1８．９

486

1８，２３６

18.6

32.4

542

18,858

18.0

31.6

10.3

3.3

そ の 他
事業所数

従業者数

8４

783

2１．１

23.8

605

1４，０４２

23.2

24.9

689

14,825

22.9

24.9

12.2

5.3

計
事業所数

従業者数

399

3,285

100.0

100.0

2,613

56,349

100.0

100.0

3,012

59,634

100.0

100.0

13.2

5.5



６山村観光客の推移および宿泊施設数

ポイント
・近年、『癒し』の源郷として山村地域への入込客は増加傾向にある
・山村地域の公営宿泊施設の割合は13.5％で、その他の地域に比べて高くなっている

比較増減率
(H13/H2)
＋12.3％

県内観光客の推移
観晃唇数
3 . 5 0 0 -

一山村地域一式一その他の地域一一県合計

3,000
２

2.500
＋9.3％

2.000
１ へ

ｰ1.500
．△‘･-卓｡．-

１03561.330
００
ＩＤ

Ｑ Ｏ
ＩＵ Ｉ■

患.．,妻-．Ⅷ毒．．＊｡･為･-糸‘ ・ １ ． １ ８ ０ ； ； ．･

、 ８ 6 ! !F ｎ Ｑ i l ;

▲ - -本
1.130１．１１３
１ ：

1.000

＋16.5％500
H ２ H ５ H ６ H ７ H ８ H ９ H 1 0 H 1 １ H

年 度

宿泊施設数

趣一民一数
戸 ･人・％）一 青

収容人員
計 ’ 一 般 旅 館

数 ｜ 収 容 人 員 ’ 数 ｜ 収 容 人 員
公営宿泊施設
数｜収容人員

区分

山
村
地
域

実
数
一
構
成
比
一
実
数
一
構
成
比
一
実
数
一
構
成
比

293 23,531 132 1４．２１９ 4５ 6,692 1１６ 2,620

0.0 0.2 ０.０ 0-1 ０_０ ０.１ 0.0 0.0
ｰ

地

域

そ
の
他
の

778 57,993 346 31,096 1５６ 19,502 276 7,395

100.0 100.0 44.5 5３．６ 20.1 33.6 35.5 1２．８

県
合
計

1０７１ 81,524 478 45.315 201 26,194 392 10｡０１５

100≧0 100.0 44.6 55.6 1８．８ 32.1 36.6 1２．３

山村地域
県 合 計 27.4 28-9 27.6 31.4 2２４ 25.5 29.6 26-2

資料：観光客動態鯛査(H13)及び定住促進牒貿料推計による

-８６-



山村市町村等の観光客数の推移

ー／

賀料： 観う 限舌聾

ｰ ノ

-８７-

H２ H５ H６ H７ H８ H９ H10 H１１ H1２ H1３
美里町 56.9 “ 1480191 183.742 255.051 250,857 249.111 179’716 267.159 285,"0 298.833
高野町 1.236,996 1,262 ０３８ 1,418 152 1.288 860 1,280,232 1,211,353 1,115 1５０ 1.105.105 1,138.915 1.171.531
花園村 68,873 1５３ 643 8７ 176 1０２ 205 102,477 780632 6４ 423 61.906 63,708 62,925
金屋町 264.574 ３３７ ５１９ 369 904 377 818 452.128 371,160 343 698 309,638 292,977 289,400
淌水町 239 050 ２６３ 037 341 250 366 478 371.173 334.733 362 374 316.629 275.353 255.204
中津村 6６ 435 7９ 644 8８ 518 93.344 133.592 201.336 279 697 292.284 296.975 302.660
美山村 7７ 900 1".600 1２９ 900 146.563 174.700 157.800 153 066 137.191 176.981 153.812
髄神村 ６５５ 590 749.281 752.123 719.077 757.889 723.053 706 027 703.945 687.370 700.738
中辺路町 1９３７１３ 286.191 299’946 307.733 311.933 318‘264 328 1９４ 5080812 328.802 ３１０ 1１４
大塔村 6６ 941 6６ ０７８ 7４ 077 89,740 123,360 129.678 1２９ 535 1800888 166,432 1６７ 942
日世川町 6７ 811 8７ 618 10４ 743 133,458 1１７，１３３ 122,081 1１８ 704 117.321 127,０３１ 128 235
すさみ町 349,298 ３７９ 225 355 103 363,852 369,356 379,815 330 985 375,615 320.558 ３１８ 185
串本町 1,201,858 1,253 605 1,356 1９８ 1,440 3７１ 1,456,109 1,472,186 1.282 506 1.361.274 1.347.074 1.320 593
古座町 50,283 39.313 4１ 030 3９ 1９８ 42,515 40,761 2８ 737 38.510 35,450 47292
古座川町 30,541 59290 61.375 6３ 595 73,0" 76.752 92.456 96,318 95.998 90,793
鯛野川町 273 487 285.703 264.915 286 1６３ 353.735 343 1５６ 316.337 307.824 298.832 278.977
本宮町 ４１０ 110 469,385 494,215 500 033 528,509 523 553 528,537 6250020 601.5 I５ 593.891
北山村 1９ 695 27.101 29,121 ３１ 670 71 .5 ” 7３ 781 77,533 77,750 94.900 96.032
九度山町 ６425 14.855 1５,１ 7０ 1１ 200 7.335 ９200 9.300 8.360 134,291 130.970
過疎計(19）
田辺市

5,3d
91

6.524
5,500

6.062.317
999.177

6.467,：
996.1

5８
7４

6.616.409
922.548

6.977.577
742.632

6‘816.405
764.274

6.446.975
718‘968

6.891.549
1.381,244

16,768.232
864.325

6.718.127
875,785

新宮市 1.297 922 1,142.114 1.060 100 1.047 528 1,054,123 1.108,171 1,052 791 1.078,454 1,028.556 1.012.808
野上町 1６６ 989 190.182 1８９ 150 193 330 214.686 224.328 201 1７３ 168.761 282.908 372.693
粉河町 949 600 １)25.560’１．０３４0４０ 1.033 700 1,025,690 977.350 1,108 1８０ 1.098.690 1,112.360 1,097.505
桃山町 1５７ 874 196.604 216 549 1９３ 9７１ 195.529 204,118 222 687 255,233 259.922 259,282
川辺町 333 850 453.146 442 卯６ 408 200 461.436 444,986 432 500 424,213 460.240 483,402
南部川村 4９ 665 5フ 140 60 440 5７ 330 122.012 145,109 1３３ 210 149,616 158,941 166,883
印南町 ６７４ 1０0 635 359 637,379 607 833 680,431 668,604 665 372 723,877 7490587 729.512
白浜町 3.501 363 3,416 749 3,262,181 3.313 773 3,610,952 3,668,507 3,484 929 3.280,330 3,320,375 3,288.217
卜宜田町 166.256 213 033 219.338 225 634 225,942 195.643 196,213 255.117 233.124 254,082
郵囮璽潮町 2,011298 2.006 690 2,112.965 2.255.381 2,211,313 2.232.039 1,970.851 2.175.296 2.013,935 1.840.750
■■■■■■

山掻８
■■■■■

《”） 15,640,941 16,398.071 16.697.680 16.875.637 17,522,323 17,“9.534 16.633,849 17,882,380 17.2520505 17,099,046
その億の地壊 11,301.857 11,131.153 13.299,500 13.557.668 12,849,407 12,691,279 12,647,584 11.797.546 12.508.548 13,161.228

県合計

■■■■■■■■■■■■■■■■■

26.942,798

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

27,529‘224

■■■■■■■■■■■■■■■■■

29.997,180

■■■■■■■■■■■■■■■■■

30,433,305

■■■■■■■■■■■■■■■■■

30,371,730

■■■■■■■■■■■■■■■■■

30,140,813

■■■■■■■■■■■■■■■■■

29.281,433

■■■■■■■■■■■■■■■■■

29,679.926

ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

29.761,053

Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

30,260,274
旦 壷 嘩 施 和 奉



７生活環境（道路現況）

(単位;km･%)

（）

ﾐーノ

（）は、それぞれ改良率及び舗装率である
資料：定住促進課資料推計及び道路統計年報(H13)による

-８８-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 全 体

実 数 構 成 比

国 道

改 良 済

舗 装 済

545

342

532

14.0

(62.8）

(97.6）

950

481

742

7.5

(50.6）

(78.1）

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

336

142

298

8.6

(42.3）

(88.7）

924

438

555

7.3

(47.4）

(60.1）

一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

454

189

454

11.7

(41.6）

(100.0）

946

226

437

7.5

(23.9）

(46.2）

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

2,555

815

1,681

65.7

(31.9）

(65.8）

9,865

3,701

4,668

77.8

(37.5）

(47.3）

計

改 良 済

舗 装 済

3,890

1,488

2,965

100.0

(38.3）

(76.2）

12,685

4,846

6,402

100.0

(38.2）

（50.5）



資 料

和歌山県の諸指標

森林資源現況表

樹種別面積

森林資源構成表（全県）５条森林

林業生産及び生産額の推移

保安林面積総括表

保安林種毎面積一覧表

民有林林道延長一覧表

林業者数の推移

林業地域の指定市町村一覧表

山村地域（振興山村）現況一覧表

林務関係行政組織図

和歌山県林業関係団体一覧表
各市町村のシンボル、県のシンボル
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1．和歌山県の諸指標

ｰ

､ ＝

ﾖ97年１０月１日現在、建設省国土地理院Ｉ都遁府県別面￥
(注2）平成7年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」
※各資料毎の鯛査時点における指標

-８９-

区 分 和歌山県
Ａ

全 国
Ｂ

対全国比
(A/B×100) 本県の順位

地面積
R鰻省園士劫理院「都道府県別面積鯛」 (注1） 千ha 473 37,787 1.3 3０

野面積
ﾄ野庁｢轟林資源現況」 (注2）） 千ha 364 25,146 1.4 2５

野率
*野庁｢森林資源現況｣）

％ 7７ 6７ Ⅱ■■■■■■ ８

人工林率
(林野庁｢森林資源現況｣） ％ 6２ 4１ 1■■■■■ ５

人工林面積
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ha 224 10,398 2.2 1７
民有林人工林面積
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ha 212 7,952 2.7 1５

民有林人工林蓄積
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ｍ３ 59,599 1,597,447 3.7 ４

単位面積当り人工林蓄積(総計）
(林野庁｢森林資諏現況｣） m3/ha 281 201 ２

民有林人工林蓄積(スギ）
(林野庁『森林資源現況｣）

、３ 29,840 969,530 3.1 1２

民有林人工林蓄積(ヒノキ）
(林野庁『森林資源現況j) 、３ 28,529 331,725 8.6 ２
白炭牛産量
(H13特用林産物需給表） ｔ 1,660 4,406 37.7 １
さんしよう生産量
(H13特用林産物需給表） ｔ 108.6 193.8 56.0 １

木酢液生産量
(H13特用林産物需給表） 脱 259,610 5,939,268 4.4 ２

乾しいたけ生産量
(H13特用林産物需給表） ｔ 13.0 4,964.4 0.3 3１

:しいたけ生産雷
13特用林産物需給表） ｔ 917.0 66,127.8 1.4 2４

道密度(民有林）
13年４月１日現在） m/ha 4.1 4.9 - 3７

林内公道密度
(H13年４月１日現在）

m/ha 1１．１ 10.0 一 1６

材生産量
13年木材需給報告書） 千m３ 205 15,774 1.3 2４
’ 材 需 麦 軍

13年木材需給報告書） 千m３ 634 32,592 1.9 1９
外材輸入率（製材用素材）
(H13年木材需給報告書） ％ 68.1 50.7 ■■■■■ 1４
林家数
(農林水産省『2000年世界農林業センサス｣） 戸 1４，０１６ 1,018,752 1.4 3４

林家当たり保有森林面積
i林水産省『2000年世界農林業センサス｣） ha/戸 8．７７ 5．６１ 156.3 ２
業従事世帯員数
&林水産省『2000年世界農林業センサス｣） 人 2,297 223,406 1.0 3６

Ｕ ̅ ロ ー 賑 ■ 口 司 一 戸 ロ 一 再 一 、 ■ ﾛ ■ ー g ■ ー ー ー ワ ー ー 一 ー

(2000年世界農林業センサス） 人 133 9,294 1.4 2６
生産林業所得
(平成13年生産林業所得統計報告書） 百万円 6,270 308,720 2.0 1９



2.森林資源現況表
林 野 ｜ ’ 国 有 林 ’ 民

一

計画対象
林
野
率
％ ’区域

面積
(ha)

今ロ 計材積
(m3)

材積
(m3)

面積
(ha)

面積
(ha) 材積

(m3)
面積
(ha)

面積
(ha)

禦猯亜刎

19004
18.993
19‘026
18.856
18.855

3,085.528
3,083,642
3,167‘782
3,207.142
3‘212,094

344,926
344,848
344‘920
344‘912
344.867

83,851,270
85,342,860
86,815.303
88,110,135
89.104.596

472,456
472,460
472,504
472,555
472.558

363,930
363‘875
363,946
363,768
363.721｜岬一恥

８

２

５

９

４

８

７

６

０

○

９

９

６

０

３

３

１

８

９

５

９

◆

０

９

６

８

９

８

８

８

532
532
532
532
532

県計

辮驚》
20,921
６０１３５
３‘983
3.856
8.945

30.1
45.9
28.0
62.3
８０．７

旦塑a
a8jn
1,116
2,401
7,221

L器器
147@592
485,628

2,103,149

０

０

０

０

０

７４ 狸０’０-０’０
§&週
2'8l@
1.116
2A01
7.221
》》坐坐》

扣
５
鯛
-
３
０

海
草

- - 肝 43,840145.3119,84414,235,18511４７０１41,841119,374114,193,344 4７

袖赫緬緬諦評
堕垂些怖麺知

塑７-２-昌旦ａ

価-０００-０両

2179
4‘3鋤
11皿
皇5§ﾛ
425
1.408

48.4
56.5
39.4
49.5
18.9
３９．２

識
1Q107
2,560
425

1,509

549.453
1.232.726
325‘203
713,483
69,017

224.052

壁０-００-０｜岬
532.595

1.232.726
325,203
713,483
69,01Z
２１９‘648

９
一
旭
３
-
７
１
５

那
賀

計 26.704146.2112 .338113.113 .93412671121.262112,07113 .092 .672 3７ （）識》詞函燕蓉
０

０ Ｏｌ０ｌ０ｌ０ｌ唖哩坐空蝉恥一岬
６１．８
５２．９
46.8
74.4
９５．０
９４８

6,810哩壁銅坐《
且$里9
5,513

1.989,777
1,612,304 地堕４面５-２

5,513
９３９

３‘288
13,029
4.499

０’０-鋤-０
９３９

3,288
10,788
4.499

223,047
913,085

3,676,097
1.583,086

伊
都

1.583.086
10,413.667
17ｺ62ｺ8６ ０｜“一》’一鋪 7綴鵲器 34.078

66‘260 竺秘 31.83719.997.396
63.282117､283412

１７０
一

2駒
有
蕩
広
言
釡

翫識一噸癒一識
３‘691
" "
6,535
3,637
11,944

18.1
36.8

６６８
７６６

4,913
1,01９
8.333

１７薊629

102.098
135.379 ２０’０’００-岬

６６６
７６６

4,913
1,019
8,333
16.087

102,098
135,379

６
』
２
０
-
１
-
０
０

０

０

０

０

75.2
28.0
69.8

919.624
175.459

1.640.171

919,624
175,459
1,640,171
4.760.285

有
田

̅清永町
４

４

０｜》’
４５４ ２２19.596

-

47.483皿一皿一亜岬一睡
器斗諾謡：- - 許

1,545 璽擶ﾄｭ蕊器 ９

驚濡価慕繍縣
秘迩岬一岬一璽墾嘩埜坐埜耐

坐》｜坐墾坐嘩坐坐壁坐》

０’０｜帥-００”藝埜沼０-畑

1典§型
６００

８

００
5.877

96,353
401,970
275,647墾蝉趣埜壁墾哩空御

Ｏ-ｕ
６４０-０-１３-５

０６１．８
６９．７
８９．９
９４．３
９５．２

０ 》坐坐》》坐呼
日
高

4,181
209,444
295.843
10.439

0
68.935

（）二75.2
42.5
720

諭幕一 擶片諾鐺 尚鶚器器器： 鋤一一幻篭潟器 器器惜謡篭

蔚辮柵欝
０’０哩哩妬-１麺１

０
-
０

7,600
４‘362
1β鐘Ｑ
19.743
3.669
12,0凶
1５１０９９
7.218

坐》》》墾哩》』
璽唾０００

13,642
6.471
21,195
21,906
5,749

13.631
17.470
8.977

珂一”一睡一哩一岬一畑一卿一皿

型鍵盤廻蘂触一函
“》一》》型迦《“ 坐幽坐０-錘０

西
牟
婁 ０

０

０７２１９
109.041184.4192,007125,482,68213.9621607.6041８８･O45124,875.0781２１３計

畢埜迩一坐銅一》曇伽
1‘547.765
3,638,336

66,623
678,316

6.646,037
3,837,051
3,642,227
1.073.662

７０００-０-０-０-１

１

灘
駕蟇

1gZ14.136
3‘692.355

66.623
678,316

6,799,721
3,939.846
4222.594
1.121.579

８９８
２５0

０
０

８５４
979

3.512
４１１

166,371
５４‘０１９

０
理一畑一恥諦一蝿一蝿咽卿

型坐恋一御》唾壁輌
東
牟
婁

0
153,684
102.795
580.367
４７９１７

｜’計|103.731191.8195.266122.235.17016.90411,105,1531
ー制甫博司-”■副詞■187.273147.717d852110.86711,7127571-̅粟７F薮烹画下喜西落豆天口罰言而客計E丙訳が＝致しないことがある。 器瀞器器鍋 １８

■■■■■

2鋼

-９０-



平成15年４月１日現在
有 林・ 対 象 森 林

Ｆ 天 ̅ 蕪 ̅ 豚

｜
’ 人 口

外森林

'零’その他
面積
(ha)

狸癖％ 平成12年
国勢調査|霜｜雷｜雷｜鯖||藩’材積

(m3)
材積
(m3)

材積
(m3)

積
り

材
伽

面積
(ha)

面積
(ha)

面積
(ha)

一畑一岬一恥一恥熱蕊 19,056.386
19‘266,507
19,468,013
19.672,853
19.810.519344.335189.030,6081 60.9 1.069.912

型晒麺迦０
5,808
2,813
LQ@Z
2,398
7.221

聖

岨
墾皿坐蘂”

０
やＬ師-４一 如沖沁一哩祁

理

的坐坐恥埜１
８
辛些 5.202

1.19週
９５０

１2142
1.381

》空坐》》
８
２
１
-
１
１

１９６
１５２
６７
１７７
４２５

河一獅師一煙和

386.551
-45,507
14.866
8.317
4.070

6,008119,32714｡187,336I7ZZ2121605,690110,588111,581,64611,016140.01459.311

鎧
４５１
９９１
１２１
５５７

型錘哩騨
堅延延哩知一吋

塞池學鍋
型認璽 瑚一墾晒墾掴一極

317.876
934.549
254,902
514,764
５gu2
４３.０７６

1,288
lZAQ
３９９

１，１４７
４０４

迦廻恥一墾耐
４２-２-

３ ８１ ９
０

９
-

犯一虹加型７-ね

38.4
59,3
62.0
53.5
３．１

１０．１

１５，１９４

霊
8.041

21.079
４８．１５６

４２４
1.403 1,243

5,3021112,03413.087,37015,64012.070.30916,22011.017.061 塑埜哩理

46.91118,223
20,266
4,851 型垂睡皐坐坐坐》岬 繩

２，１３４
8,577
3.858

1,498.635
1,373,750
154.Q"
７３４３１７

2,318
1521
３９６

１.１００

470,876
233”３
68,413
177‘025
491,364

６４．４
６９．６
５４．２
６５．１
７９．５
８５．８

廻埜》一皿ゞ

６３０
-

1.743
100３４
２５５

２８，７７９
40.089

3.276
10,783
4.497

唖一“3,183.699 2,162
４９５

5,355
６１４一》唖梱 一幽一純一一睡-７’４｜面一岬

1.520.122

鍔:儲:器:器儘諾器 唖一坐卸 鶚Ｈ鶚：
101.338
135.161

３
１４６

2,574
１９７

4.392
13.757

”｜坐坐墾墾》 唖一筆一一畢蝿
加一型０

６６０
７６４

4.913 “一浬一四一岬一麺一睡
墾埜藝坐調６１３

-

２２２０２919.624
I75,405

1.640,171
4.760.285

副０-０

807ユ畢函 3,848 ９３
-

４２１古謡榿諾器 5.138
1.032
-

３０５
31.77317.731.984121.06816.251.037 硴一帽６

66.3 86,995
３６
7９

10,434
24.831
92.561
72.224

1.571
５i4

2,484
1.613
3唾329
2.224
5,700
6,215
3ｒ1２５
９１１

４．１７１

1.622
６０0

２‘981
1,887
5,291

202,362
71,522
309,409
202.966
424.680
275.375

1,017.344
874,874
383,782
115.263
537.398

型一煙一価一邨一姻一加一皿一池一諏一哩一繩

" Q "
8,802
７，１４８
7.625

０-０｜錘麺哩００弱雨㈱

銅一狸一挫蘂墾型墾加一識

1２４
３２
１９545.484 坐響轆坐坐坐恥

２

坐坐聖岬
７孔 ９ 1.591.444

3｡060,040
6,055.445
1,200,968
-45.047
968.082

３９
１０７
３３２

ｰ 6３
１４
１８7.685

耐鶚器畿諾 :器H謡鶚1,538
■■■■■■■■

2‘570
31,856
-

41‘885
41414,975
5･89 "q " 唾

０７７ 燕露 92.180
179‘175

迩哩０-００-
里副二

7,543
_4L296
18,350
19･743
3,669
12,004
15‘０９９
7,218

1,446,9邸
826.517

5.466.138
§4蚊,昌煕
９７0｡932

3,543.717
4,496.466
1.628.264

墾埜哩幽墾迦哩押

了622327
454.779

4,822594
5,533,050
旦38旦煕
2,883,941
3,821.243
1.127.984

4Z54
2,504
4,187
5,479
863

4,152
4,591
3.683

睡
型
聖
廼
却

壁》哩唾》知

４
《
１
亜

堅訂一
１４８
函
1５３
１６０
３８
６２
１１４
３５

35.0
40.0
76.3
71.4
75‘5
64.9
68.8
４８．５

哩幽迦埜哩塾墾雨０
》
０
０

28.572187.832124.846.506156.887120.244β亜I30.21414.6016201730164.81138.019

雲０-０-０-０-０
1.545.159
3,638.336

66,623
678,316

６β46,037
3.837.051
3,642227
1.073.511

坐坐榊一睡坐雲坐軸

1,345,893
2,593,403
-39,509
369.329

4,763.519
2g45,046
2.966,566
893.815

墜墾狐一郷一幟一》“一種

坐坐型８画廻翻
畢辿璽旦６-１

１
’
０ｆ

Ｔ４■■巳
些細-７｜亜恥哩魎菰

７６．８
５５．４
３５．１
３６．７
５９．０
６１．３
７０．８
７０．７

》岬一墾塞坐辨一秘一砥０-㈱
7窯鮨器淵院 渦 冑器捲器淵 鶚卜調鵜 謡器 翌》
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3 .樹種別面積
平成15年４月１日現在

林 天 然 林 寵|癒騨電’針葉 広葉その他
針葉樹

ha
広葉樹

ha
広葉樹

ha
計計 マツ

haha ha

鰯 | 翻鰯県計１８９;729｢114.095149"１８４８１209457317d71811.1011121,038
和歌山市

籍際
野上町
美里町

8６ ４９
420 呵一４-個 溺開-０’６㈹

４１０
７４７
70

1,080
5.415

嘩師-３
００-０-Ｗ７

4,015
1,827
947

1.110
1,322

5,202
1,913
９５０

哩
1.381

4,040
1,896
９４８

１‘116
1.333

255海

草
２７

499
3,321

２４
572

2.037 ３妬一理
１
ゞ
２

２

５

計 4,18913'101 11０７ｺ2211.349 181922110,588119.30119.331
011.14311.288111.13111147鵲器

那翼町
桃山町
蕊而両
岩出町

如一岬一恥一皿-３-弱

知画価五加一髄

魎塑８１’０１

４幻-６-１

瑚一郷一恥一緬一鯛

145
478
６４
２９３
８３
１４７

l J "
1,262
３２１
８５４
３２１
１．０９６

里嬰
1,740
399
1,147
404
1,243

処§１
３,067
764

1,661
９６
２７０

１‘147
1,289
３２７
８５４
３２１

1,116

０
-
Ｍ
０
０

那

賀
2０ 1４２ 011.0961,2431127011,116

1414i995166220116,990１５,０５３計 2,34613,0５71１７９１５８１５,６４０ l豊旦
９７５
２１１
９２
１９１魁搬辮

塑
弱
認
蛇
詑

一聖１’９那一配
１６７

０

１ ９

４

４

４

２

７

４

１
1,897
1,831
１７４
990

4,554
８１４

207 拙一純一” ’００
０１ 鯉一触一弧一班一”一畑

型1§
1.521

５‘542
4117
５７３

1,540
1,338
４０４鋼、一Ｗ７-鯛

伊 ３９６
2.134
8,577
3.858

４郎一０

ｕ92
2,162
４９５

2,486
"aq
４．００１

922 （》班-７ 1,285
５１０

６

１｜｜恥
８１

●

１１ 384
551

23.203
36.565 靴一一榊一帥

皿一卸 和一一解 岬一一州 26,509
42800 岬一一》

２

１４
０

１０４ ３｜蠅
０

０

５７１
５８２

型亜

６５0
613

2,202
807

3,848
1,909

１ ８２
１７９

2,617
２６８

572

有繍 説一幅
５８２

2,187
７９４

４５８
56

1.479

2.086
８３

2805
4,694

2９
５８

１ LaZ4
１９７

4392
13.757

１-０禍華罎一識
町一町一町

794
3,661
1.793

1３
８６

-

１１０
２２ １７４

-

１００
4,644

-

13,973
3.682｜、皿一

8,943 1０ 1６ 1.803
計|10;97719.7721２８５１3412160681４１４１３０１９．５８６岬一翻一湘狸

21,76319,620
御坊市
美浜町
日高町
由良町
川辺町
中津村
美山村
諦蒋言
南部川村
鶉器

９ 2２ ３-刃-４

3６ 巧一鍋 ０
０
-
０

1.495
445

21464

１
-
０
２

113
227

1,496
４４５

２f465
1,608
3,329
2,217
5,523
5,764
３．１２０

７９
３７４貌一慨一岬一秘挫一証

釦-３
396

｜秘軸一秘郵
７０６

◆す
１ 1,613

3,329
2,224
5,700

０ １’１-３｜泌卵-２
242

-

1,942 ２０-２-噸

247一■■’
０ １

８
1,942
5,613
90136
16,864
3,842
１８５

3.551

7６ 5,529
8,837
16.197

124
220

6８

繩-５ 312 6‘215
3,125
９１１

４．１７１

高 1７2,909
１１８

3,821
179

3.495

０

０

１

3.119
９１１

４．１２１ （）５-７ １型塑亟一型郷

９１１
-

４‘1232,676 ２
18,903
29,880趣一一岬 亜師一雨 型爾-０ 唖一一岬 31.856142115131.001

41.885163,878140.621

篭鍵騨
５８４
３３４

４‘697
幽壁岬亜煙埜延岬

149
124
337

2,640
1,681
14.010
14.104
2,768
7,790
10,394
3.499

4,294
2,195
３‘936

５β7３
７８９

４,０１７
4,550
3,644

4Ｊ5４
2,504
4,187
5,47９
８６３

4,152
4,591
3,683

4,295
2,224
３‘993
5,402
７９１

４‘０２２

華率坐坐坐坐坐秘
汀一順一卵０-“

西

牟

婁

緬一佃一沌一帥5,298
587

1,975
型9１
９２６

１４１
１型
237
290
８２

５-８打 4１
２９

０

９
鑓型
3,661

計 ’ 噌祭催鶚櫟： 148156.88711,1721２４3128,798130,21459,6801２a９４６

鱒東牟
新宮市
那智勝細
太地町
古座町
古座川町
熊野川町
本宮町
北山村

180
４３

２-
禍
０
-
０
湖

1,049
-

6‘818
1.231
6,881
２0４

20299
10,945
5,925

4547
8,994
１２０

1,390
16,909
9,975
11,084
3.001

１，０５３
- - - ■

6,827
2,705
4066

６０
栂一郷一別一螂一軸廼輌岬

３

８

4,366
8,779
１１４

1,376
16,16８
9.660
10,910
2.947

161
０ ６

０

１９８
2,298
10‘690
5,600
4,172
１,０７９

畑一郷一吋一和１４
４８１

４３６ １

７ 231
130
169

６‘689
5,403
4445
1.632

４

５

０’
９１６

３

1０
-

4.346 4,173１

鴬 囎一畑一一脚
０頭一燕岬一秘一岬 錨

証1羽

３,００１
５６6020
1156700

岬一》一鋤
1.079１．３０９

２8,18０
目＝＝＝＝＝＝＝

66掴9４
６｜ｍ一一班

2,947
54.320
111翅0７

1.632
25,436
-

4段128
型玩紀南計１4２:128166n9412206117811112071.981系̅耶薮烹吸下を四捨五スじたため各計と内訳が一致しないことがある。
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4.
森
林
資
源
構
成
表
(全

県
)５

条
森
林

(凪
位
:面

圃
:ha

.材
積
:千

m
3)
平
成
15

年
４
月
１
日
現
在

ｌ の “ Ｉ

樹
租

１
２

３
４

５
６

７
８

９
1０

1１
1２

1３
1４

1５
1６

1７
1８

1９
2０

21
以
上

合計

人 工 林

ス ギ ヒ ノ キ マ ツ そ の 他

針 葉 樹 広 藁 樹 計

面
積 材積 比率 面積 材積 比率 面覆 材
積

面積 材
積

面
租

材
積

唖 一 銅 比
率

‘７
８

40
5

０
.的

0
.“ “１

１１７
6Ｍ

O・
的

0．０１
的１

１

８
２

4３
2８ ４１１
０

2判
０

1.1
20 ４１１
Ｃ

0
,“

0.0
1

75
6

1,2
85

２
“６

4
,鋤

10
,31
3

80
,08
4 釦

20
7.7
60 208

59
6.4
49 5卵

1.2
25
.17
1

1,狸
５

30
21
5,3
82

3,2
15

qO
1

００１
Ｑ

“
0.
鱒

ｑｌｌ 19
,卵７

1,8
52

3.関
１

ａ6
75

12
55
9

19
,91
5

16
0,7

釦 1６１
55
6,9
58 55
7

1,6
5q
28
2

1.6
釦

2,8
93
.48

1
2,8
93

5,3
24
,6鋤
2５

0.0
2

Ｑ
“

ｕｌ
Ｏ

0.1
4

02
2 46
,餌３

０ ’ ５ ０

４
３７８
0

１

調 一 馴守 ２ 句
’ ５

２１８
４５，
２２８
4５

1０
1８

1７
７ -

１
9Ｍ

１
２４５
３ ２

32
31
３

1.蝋
- ９ １

18
2 ０

2１ 72
7 １

114
7,1
66 ７

５５
4.7
29
５

2４
2,4

23
２

2６
3.1

57
３

24
39

24
25
56 24
3

5.2
62

77
4.7

15 ７７５

11
.40

3

2
2
5
5
.”

２２５
６

17
,12
9

4.1
27

.77
5

4.1
28

3q
47
4

8.
5“
.6
19

ａ銘
９

０．０１
0
,”

００
５

００
８

０．１５

15
.27
7

1ａ
265

13
.4弱

60
62
0

3,7
71

3,2
97

２２５
５

1.7
19

1.2
82

1,4
26

91
9

554
174

2４
５ ０

８ ４

８ ３。 ■

９ ５

３
３

５
6‘8
61
.32
9

ａ8
61

5.4
鯛
.54
8

5.4
89

28
24
09
7

２８２
４

1,7
21
.17
9

1.7
21

1,5
51
,89
8

1.5
52

1”
3,9

34 1,0
94

87
3,1
29 873

67
3,8
76 67
4

80
2.5
72 8鯛

51
9,8

67 52
0

29
3.6
56 294

86
,49
5 ８６

3
“

８ ４

１ ９

、１７
ｕ2
０

Ｑ1
５

ｕＯ
７

ｑ
“

Q
“

Ｑ
鱒

００
２

00
1

００
２

０．０１
ＱＯ１

ｑ
”

００１ 69
4１

17
,”９

18
,18
7

11
.34
8

4,8
29

２９４
９

28
05

２２３
１

1.
6“

1.3
73

1.3
75

731
473

1８１
０６

5,4
78
,57
4

5,4
79

6,0
61
,22

9
6,0
61

０ ５

３ ７７ ０

４ ４

７
1,8
16
,94
5

1,81
フ

1.1
62
,23
9

1,1
62

1.1
35
.30
4

1.1
35

93
2,8
98 9銅

69
9,0
17 69
9

59
aO
82 59
6

60
4.9
58 60
5

32
6‘3
28 32
6

20
9.1
07 20
9

80
.16
9 8０

23
3
帥 剥

0.2
0

０．２
０

ｑｌ
３

０．０
５

０．０
３

ｑ
“

0.0
2

０．０
２

0.0
2

0．０
２

０．０１
uO
1

０
.”

0,0
1 66
,6罰

極 一 抑１ - ”
’２

29
0

1.7
78

44
4.9
86 44
5

６
“

19
3.3
07 193

”７
94
.03
6 9４

14
5

4Q
57
7 4１

12
9

46
,70

7 4７

９ ３ ６

９ ６ ３

６
５

３

３１ ９ ２

９ １

８
１

１

３１
１Z
,開３
１３

35
14
,49
6 １４

鋼 一 塊 側- ３
｜ 凪

９ - ” ３
1０

2,9
84
３

3０
9,9

57 1０
３

7鯛
１

３
77
3 １

４
1.2

12
１

１
28
7 ０

５
1.9

30 ２

０
14
5 ０

１ ｜ 畑 ０
０ 閲 ０

５

2
奴 ２

3６
4‘5
18
５

12
2

15
.9Ｍ 1６

2
帆

27
.12

8 2７

12
4

16
,69
4 1７

２０
2.9

10 ３

2１
3,3
12
３

８ ９ １

浬一 １

１ ０ ０
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6.保安林面積総括表(平成１５年３月３１日現在）
．（面積単位:ha)
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7.保安林種毎面積一覧表
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8 .民有林林道
民有林林道延長一覧表(NO.１) 平成１４年４月１日現在
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実路線数４８８(39）※()内は複数町村にまたがる路線数 ※市町村別の林内公道延長は概数
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民有林林道延長一覧表(NO. ２） 平成１４年４月１日現在
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9.林業就業者数の推移

’

’
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、…／

-１００-

林業就業者数の推移(国勢調査結果）
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1.139
358
2５
1９９

3.189

1７
４
４
３

4５
1８６
４５３
４８８
1６９
1２
6１

1.“２

1２
４
７
３

2４
1２２
３９５
482
1４５

８
3８

1.240

1５
３
３
０

2１
7３

327
460
1０５

７
4５

1.059

2７
２
９
０

4１
8０

232
339
8６
９

4２
867

1７
５
５
４

4７
5３

1６０
269
8７
1１
3８

696

1０
３
４
２
4１
5１
1２５
221
4７
10
2６

540

1２
３
10
２

30
6３
7５

212
4２
５
９

463

７
５
２
０
3４
4１
3８
7３
４１
１５
1５

271
１

１

『
凶
ロ 中 計 4.932 2-246 1-876 1-521 _208 935 723 654 421

西

牟

雲

田 辺 市
白浜町
中辺路町
大塔村
上富田町
日置川町
すさみ町
串本町

608
3４

607
705
1５４
372
４９２
1６３

3,135

２７９
1６

402
４７９
6６

２６９
２３４
1５７

1.902

234
９

300
343
5６

1５４
２１７
9８

1.411

1７７
1２

298
237
5３

1６７
1７４
１，剣

1.221

1４５
1９

1８４
247
5１
1０８
1４１
8８

983

1４２
2１
1１２
1７３
4６
6１
1２６
6１

742

9１
10
7６

1４８
3１
6５
9３
4９

563

113
８

6９
1６３
3２
4６
9７
4０
568

1１２
1２
４６
7８
２９
3３
5８
2５

393

東

牟

婁

宮市
事、麺睡議隅ＴI勝浦町

1町

町
熊野川町
本宮町

村一山一北
計

319
-

365
1４
8１

707
407

1,079
1９２

3．１６４

1９３
-

124
６
3９

249
266
621
５７

1.555

1９１
- ａ

1８３
８

3５
４１５
206
547
1２１

1.706

1９９
■ -

1８８
４
3４

421
1６６
430
1１８

1,560

203
■ q

1６３
１

3４
269
1９３
339

弱一羽-１

1４５
I - 面 す Ｉ1４９

０
4６
1８０
1０５
215
3４

874

1００
１，口10８

３
3５

1９４
70

1６２
2４

696

130
ＱＱ9８
３

3６
9３
6５

1３３
1３

571

7１
Ｆ 肩 可 Ｉ6３

４
10

1１２
3１
6４
８

363
寂 ｉ 計 6.299 3.457 3.117 2.781 2.244 1.616 1.259 1.139 756



10.林業地域の指定市町村一覧表
2003.4.1

ー

’

ｰ

山村部の I 些 ｌ 季 ＝

- 1 0 1 -

流域等 市町村名 森林整備市町村 振興山村 過疎地域 特定農山村

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町
岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
貴 志 川 町
桃 山 町
橋 本 市
高 野 口 町
か つ ら ぎ 町
九 度 山 町
高 野 町
花 園 村

61.5.13
60.3.16
59.2.27

60.3.16
61.5.13

61.5.13
60.3.16

60.3.16
60.3.16
59.227
60.３．１６

部
部

一一
５

３

４

４

４６-部

４６-部

４

１

４

４

1２

1４
１２
１２

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８

紀

中

有

田

日

菅同

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
清 水 町

市
町
町
町
町
村
村
村

坊
良
高
浜
辺
津
山
神

御
由
日
御
川
中
美
龍
南 部 川 村
南 部 町
印 南 町

60.3.16

60.3.16
59.2.27

61.12.22
６０．３．１６
６０．３.１６
６０．３．１６
６０．３．１６

６０．３．１６

４２-部
４３-部

部

部

部
一■’

７

１

０

３

４

５

４

４

４

４

４

４

1２
１２

1２
１２
１２

5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８

部
Ｐ

4■■■■5.9.28
5.9.28

5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

南

西

牟

婁

東

牟

婁

田 辺 市
白 浜 町
中 辺 路 町
大 塔 村
上 富 田 町
日 置 川 町
す さ み 町
串 本 町

市緬町町価価町村

宮勝地座画到宮山

新癌太古古熊本北

60.3.16
60.3.16
59.2.27
59.5.18
60.3.16
59.5.18
60.3.16
60.3.16
60.3.16
60.3.16

60.3.16
59.2.27
59.２．２７
５９．２．２７
６０．３．１６

４４-部
４５-部
４３
４２
４５-部
４４-部
４４-部
４６-部

部

部

部

部

一

一

一

一

６

３

２

０

４

１

５

４

４

４

４

４

４

４

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

部■ﾛ■■■

5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
5.9.28
5.9.28

5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８
５．９．２８

ｌｎＬｒ- ． へ 寺



’
１１．山村地域(振興山村)現況一覧表

’

１

’

〈、）

言

、…／

色
太 田

Ｉ

Ｉ

-１０２-

市町村名 地域名 総面稲
A(ha)

林里
BI

面 租
ha)

林里
B/

卜率
Ａ

総人口
C(人）

人口
Cノ

召度
Ａ 指定年度

田 辺 市 津
4.696 3.937 8４ 1.977 0．４２ “

新 宮 市 5.996 5.050 8４ 644 0．１１ 4６
野 上 町 賀 862 526 6１ 618 0．７２ 4５

美 里 町
谷 毛 6.252 5.487 8８ 1.664 0．２７ 4３

桃 」 町 里 1.000 811 8１ 140 0．１４ 』６
粉 口画四戸 町 淵 3.034 2.630 8７ 848 0．２８ 』６
高 野 町

里

摺 13.708 1２９５１ 9４ 5.355 0.３９ 4４
花 園 村 花 園 4.744 4.499 9５ 614 0．１３ 4１
金 屋 町石

岩 5.782 4.746 8２ 2.582 0．４５ 4２

清 水 町 五
18.276 1６．３９５ 9０ 4-285 0．２３ 4３

川 辺 町
■
丑
■
Ｂ
■ｊｑ
、
■ 5.598 4.142 7４ 3.764 ０.６７ 4７

中 津 村
１

１ 8.702 7.823 9０ 2.538 0．２９ 4１
美 山 村 II

県 16.862 15.883 9４ 2.165 0．１３ 4０

龍 神 村 山
山
山 25,513 24.232 9５ 4.461 ０.１７ 4３

南 部 川 村 6.423 5,413 8４ 2.398 0．３７ 4４
印 南 町 饗 3‘８４８ 3,614 9４ 923 0．２４ 』５
白 浜 町 富 田

富 田 4.276 3.564 8３ 4,374 1．０２ 4５

中 辺 路 町
ｌ 極 川

川
野 1９．８３９ 18,424 9３ 3,710 0．１９ 4３

大 塔 村
鮎
富
三 21,906 21,014 9６ 3.246 0．１５ 4２

上 篇 田 町 生 2,024 1，５９４ 7９ 1.842 0．９１ 4５
日 置 川 町三

川 1０．９５９ 1０,０３７ 9２ 1.600 ０.１５ 4４

す さ み 町

“
■
Ｕ
“
甲
◆
ク
グ
・
餌
“
“
■
缶

参
都

邑

Ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｂ

ｂ

■

Ｐ

Ｂ

Ｉ

■ 15.479 1４．３６８ 9３ 5.027 0．３２ 4４
串 本 町 Ｉ 深 3.530 3.264 9２ 1.428 0.４０ 4６
那智勝浦町 12.265 1１．４１７ 9３ 1.734 0．１４ 4３
古 座 町 2.833 2.465 8７ .１６８ 0．４１ 4２

古 座 川 町 尾

29.452 28,209 9６ 3.726 0．１３ 4０

熊 野 川 町

屋
重
ロ
ノ
ロ

置
津

，
”
■
■
『
Ｉ
Ｌ
Ｆ
■
Ｐ
』
色
白
■
ｈ
Ｇ 17.547 16.687 9５ 2.043 0.１２ 4４

本 宮 町
』

！

四

ｒ
Ｔ
■
．
巳
ｐ
■ 19.427 1７．９５０ 9２ 3.068 ０.１６ 4１

北 山 村 北 Ｉ 4．８２ ,５２５ 9４ 635 0．１３ 4５
儲 6５ 295.65』 2７ ｡６５７ 9２ ､５．③ノノ 0.２３



１２林務関係行政組織図

新ふるさと鱸進課-[鑿麓：

七林 業 振 興 課

に森 林 整 備 課

緑
の
雇
用
推
進
局

一

一
農
林
水
産
部
一

振
定
山

モ 興 班
住 班

村 整 備 班
定 住 促 進 課

ｰ ふるさと定住センター

仁溌農林水産総合技術センター一林業試験場

ﾖ爵_｡｡…_…．
局備部一

- 総 務 課
- 業 務 課
一 公 園 課 一 植 物 公 園 緑 花 セ ン タ ー
-わかやま林業労働力確保支援センター

林
業
公
社

ｰ

海草振興局一農林水産振興部一
那賀振興局一農林水産振興部一 一に一 林 務 課
伊都振興局一農林水産振興部一

有田振興局一Ｆ農林水産振興部一

二 緑の雇用推進グループ

森 林 土 木 グ ル ープ
振

興

局

[̅篭聡
部 一

一 森 林 土 木 グ ル ー プ…振興烏I騨零雪士
林 道 課 一 農 林 道 グ ル ー プ

-１０３-



１３.和歌山県林業関係団体一覧表

｜
’

’
1

’

＠

、

、…ノ

-１０４-

名 称 代表者名 所 在 地 函謡番号

和 歌 山 県 林 業 公 社

和 歌 山 県 森 林 組 合 連 合 会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材利用推進協識会

和 歌 山 県 林 材 振 興 協 溌 会

紀 州 材 流 通 促 進 協 議 会

和歌山県山村振興対策協議会

全 国 過 疎 地 域 活 性 化 連 盟
和 歌 山 県 支 部
和 歌 山 県 林 道 協 会

和 歌 山 県 治 山 防 災 協 会

( 財）和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

紀 州 備 長 炭 技 術 保 存 会

和歌山県特用林産振興連絡協議会

和歌山県山林種苗協同組合

和 歌 山 県 公 団 造 林 協 会

和歌山県林菜研究グループ
連 絡 協 議 会
林業・木材製造業労働災害
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部
和 歌 山 県 林 業 経 営 協 繊 会

グ リ ー ン マ イ ス タ ー ．
グリーンワーカー連絡協議会
紀 州 林 業 懇 話 会

和歌山県みどりの少年団連盟

木 村 良 樹

松 本 健

中 谷 弘

中 谷 弘

木 村 良 樹

松 本 健

池 本 功

木 村 良 樹

西 田 正 弘

熊 ノ 郷 健

阪 口 裕 之

日下善右衛門

日下善右衛門

日下善右衛門

土 屋 保

松 本 健

大 家 紀 巳 雄

中 谷 弘

池 本 功

宮 出 賢 治

矢 倉 甚 兵 衛

横 矢 幹 弘

〒640-8262和歌山市湊通丁北一丁目-８
県建設会館内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁林業振興課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
県森連内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁内町村会事務局

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁内町村会事務局

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁林業振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁森林整備課内

５

５

-

-

８

８

８

８

２

２

２

２

南

南

印

印

町

町

南

南

印

印

郡

郡

高

高

日

日

４

４

３

３

５

５

１

１

-

-

９

９

４

４

６

６

-
Ｔ
一
Ｔ

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁定住促進課内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁森林整備課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
林業会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁林業振興課内

〒641$036和歌山市西浜1660木材会館
内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁定住促進謀内

〒649-2103西牟婁郡上富田町生馬1504-1
わかやま林粟労働力破保支援センター内

〒644-0001事務局御坊市御坊8５
野村義夫方

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

073-426505

073-424-4351

073-446-0592

073-446-0592

073-432-4111

073-424-4351

073-432-4111

073-432-4111

073-432-4111

073-432-4111

073-432-4111

0738-42-0017

0738-42-0017

073-432-4111

073-432-4111

073-424-4351

073-432-4111

073-447-2262

073-432-4111

0739-83-2022

0738-22イ013

073-432-4111



14.各市町村のシンボル､県のシンボル

竺 一

ｰ

-１０５-

市町】 寸名 木 花 烏
歌 １１市 クスノキ つつ’◆》 一

南 市 ヤマモモ さつ: ホオジロ
本 市 モクセイ さつ: -

田 市 シイ み か ノ 一

御 坊 市 クロガネモチ こぎ 一

辺 市 マツ 梅 めじろ
宮 市 ナギノキ ハマユウ １■■■■■■

津 田 サクラ みかん 鴬
卜 上 田 クスノキ ササユリ 一

ｉ 里 田 ケヤキ 川さつき セグロセキレイ
田 町 モクセイ キ フ -

河 町 モクセイ きいし： jつけ 一

１

４ 豐 町 カツラ マンタ ラゲ -

山 町 ナンテン 桃 ー

罰 志 川 町 カシ スイセン 一

曽 出 町 ウバメガシ さくら ウグイス
)､つらぎ町 キンモクセイ あじさい 4■■■■■■

i 野 口 町 サクラ さつき
、 度 山 町 オキ ぼたん 一

野 町 高里 マキ シャクナゲ 一

園 村 ケ． 『キ ホタルぶくろ せきれい
浅 町 ナギ 三宝柑 一

川 町 アラカシ ササユリ 一

備 町 クスノキ コスモス 1 ■ ■ ■ ■ ■ ■

Ｉ 屋 町 シラカシ ササユリ 一

’ 水 町 スギ みやま．｡つじ や 弓がら
Ⅱ 浜 田 マツ ひま； つり -

高 田 アコウ 瀞 Ⅱ■■■■■■

由 良 町 紀州槇柏 スイ． Zン 一

川 辺 田 カシ みＩ ､んの花 一

中 津 ＊ クスノキ ■
４
Ｆ
町 >やめ ウグイス

美 Ｉ 』 本 モッコク ｔ-サユリ ヤマガラ
龍 ： Ｉ スギ コメ ﾉッジ ヤマセミ

部 川 ウバメガシ 毎 うぐいす
部 モッコク 毎 -

南 スギ 子何■
■
■
■
■

ー

浜 サクラ はまＫ ）一

つ しらさぎ
辺 路 ヤマモミジ ヤマユリ ウグイス

大 塔 ﾋノキ ササユリ ヤマガラ
上 冨 日 ’ ヤマモモ さくら -

日 置 l l 田 ﾋノキ 梅 めじろ
さ み 町 シイ はまゆう 枕じろ
本 町 モチ 椿 ﾄビウオ

ｄ
Ｉｐ 豊勝浦町 カシ つつじ ■■■■■■

地 町 ハマセンダン ハマユウ イソヒヨドリ
座 町 ■

〃 ﾐンカン 山椿 カモメ
座 j l 町 スギ やまざくら うぐいす

嶋野l１ 田 熊野スギ 川さつき -

ｋ 宮 町 イチイガシ ささゆり おおるり
北 山 村 ジャバラ シャクナゲ -

和歌山県の
シ ン ボ ル ウバメガシ 梅 めじろ
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